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仕
事
の
足
跡

本
誌
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
の
成
果
公
表
の
研
究
誌

で
あ
る
。
当
部
門
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
秀
村
選
三
先
生
、
丸
山
雍
成
先
生
、
有
馬
学
先
生
、
吉
田
昌
彦
先
生
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
本
部
門
の
前
身
に
当
た
る
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
助
手
を
一
九
八
五
年
五
月
よ
り

一
九
八
九
年
三
月
ま
で
の
間
、
前
任
助
手
の
柴
多
一
雄
先
生
の
後
任
と
し
て
務
め
た
。
そ
の
当
時
は
、
丸
山
先
生
の
ほ
か
に
、
横
山
浩

一
先
生
と
藤
野
保
先
生
が
専
任
教
員
と
し
て
在
籍
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
同
じ
助
手
の
楠
本
美
智
子
さ
ん
、
事
務
官
の
長
崎
澤
子
さ
ん
の

二
人
も
お
ら
れ
、
私
ど
も
三
人
は
、
一
室
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
私
は
、
事
務
官
も
併
任
し
た
助
手
で
あ
り
、
そ
の
感
覚

が
現
在
ま
で
強
い
た
め
か
、
本
部
門
の
歴
史
に
つ
い
て
、
大
所
高
所
か
ら
論
じ
る
こ
と
は
、
能
力
的
に
も
出
来
か
ね
る
。

と
は
い
え
、
定
年
退
職
を
迎
え
、
本
誌
に
何
か
書
き
残
す
機
会
を
、
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
ほ
そ
ぼ
そ
と
関
わ
り
続
け
た
ご
褒
美
、

と
も
思
う
。
そ
こ
で
、
勝
手
な
が
ら
私
の
さ
さ
や
か
な
研
究
に
関
す
る
仕
事
を
中
心
に
、
適
宜
コ
メ
ン
ト
を
い
れ
つ
つ
、
履
歴
も
注
記

し
な
が
ら
、
年
表
風
に
追
う
こ
と
で
、
退
職
の
証
し
と
し
た
い
。

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
著
書
（
単
著
、
共
編
著
、
共
著
）、
報
告
書
（
単
著
、
共
編
著
）、
史
料
集
（
責
任
編
集
、
校
訂
、
解
題
な
ど
）、

論
文
（
研
究
ノ
ー
ト
等
を
含
む
。
全
て
単
著
）、
小
文
（
全
て
単
著
）、
書
評
（
同
）、
動
向
（
同
）、
目
録
（
全
て
共
同
作
業
）、
事
辞
典

（
全
て
共
著
）、
発
表
（
研
究
会
・
学
会
な
ど
で
の
報
告
。
全
て
単
独
）
な
ど
に
分
類
し
て
記
し
、
社
会
連
携
（
講
演
と
表
記
）
や
教
育

仕
事
の
足
跡

高

野

信

治
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な
ど
関
連
分
（
関
連
と
表
記
）
も
組
み
込
む
。
各
事
項
の
冒
頭
に
〔　

〕
印
を
付
し
、
こ
れ
ら
の
分
類
を
示
し
た
。

掲
載
し
た
仕
事
や
時
々
の
履
歴
に
関
し
、
※
（
仕
事
）、
＠
（
履
歴
）
の
印
で
、
注
記
し
た
。
ま
た
、
年
は
年
次
で
示
し
、
全
体
を

（
１
）
～
（
６
）
の
所
属
（
履
歴
）
の
単
位
で
区
切
っ
た
。

（
１
）
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
時
代

【
一
九
八
〇
年
】

〔
発
表
〕「
地
方
知
行
制
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て　

―
藩
制
確
立
期
を
中
心
に
し
て
―
」
一
九
八
〇
年
度
九
州
史
学
研
究
会
大
会

（
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
二
日
）

※
『
九
州
史
学
』
71
号
（
一
九
八
一
年
）
に
報
告
要
旨
掲
載
。
始
め
て
の
学
会
報
告
。
近
世
日
本
の
「
地
方
知
行
」
と
い
う
土
地

拝
領
形
態
の
意
義
を
全
国
的
視
野
に
留
意
し
、
大
村
藩
、
佐
賀
藩
な
ど
を
対
象
に
論
じ
た
。
当
時
の
日
本
史
学
界
で
は
、
か
か

る
知
行
形
態
は
米
支
給
の
形
態
（
蔵
米
知
行
な
ど
）
に
変
化
す
る
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
有
力
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
幕
末
ま
で
存

続
す
る
藩
が
、
九
州
、
東
北
諸
藩
に
多
い
。
私
は
地
方
知
行
制
の
研
究
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
か
る
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
の
は
、
周
縁
的
と
考
え
ら
れ
る
歴
史
事
象
に
も
着
目
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
極
め
て
ロ
ー
カ
ル
な
性
格
も
併
存
す
る
武

士
神
格
化
研
究
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
び
と
も
広
く
視
野
に
入
れ
る
障
害
史
研
究
な
ど
、
現
在
の
私
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
ら
な
っ

て
い
る
と
思
う
。

＠
四
月
、
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
史
学
専
攻
）
入
学
。

【
一
九
八
二
年
】

〔
目
録
〕
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
編
『
福
岡
市
歴
史
資
料
所
在
確
認
調
査
報
告
書
』
同
資
料
館
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〔
目
録
〕
豊
前
市
教
育
委
員
会
編
『
豊
前
市
大
富
神
社
所
蔵
古
文
書
目
録
』
同
委
員
会

〔
目
録
〕
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
編
『
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
古
文
書
目
録　

十
三　

福
岡
県
地
価
帳
（
一
）』

同
施
設

〔
目
録
〕
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
編
『
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
古
文
書
目
録　

十
四　

福
岡
県
地
価
帳
（
二
）』

同
施
設

※
こ
れ
ら
の
目
録
類
は
院
生
と
し
て
の
資
料
整
理
参
加
に
よ
る
共
同
作
業
で
あ
る
。
藤
野
先
生
、
丸
山
先
生
が
関
わ
る
仕
事
で
、

九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
助
手
で
あ
っ
た
柴
多
先
生
、
楠
本
さ
ん
が
実
質
的
な
差
配
を
さ
れ
た
。
な
お
二
人
に
は
崩
し
字
読
み

で
苦
労
を
お
か
け
し
た
。

【
一
九
八
三
年
】

〔
論
文
〕「
佐
賀
藩
に
お
け
る
近
世
家
臣
団
の
創
出
過
程　

―
『
朝
鮮
出
兵
』
に
お
け
る
鍋
島
氏
軍
事
編
成
の
分
析
を
中
心
に
―
」（『
九

州
史
学
』
76
号
、
58
～
85
頁
）

※
知
行
制
と
結
び
つ
く
軍
事
編
成
の
分
析
を
、
佐
賀
藩
を
対
象
に
試
み
る
。
知
行
と
軍
事
へ
関
心
は
、
軍
制
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ

も
、
平
時
が
続
く
近
世
武
士
の
本
質
へ
の
興
味
へ
繋
が
る
。

〔
発
表
〕「
藩
体
制
の
確
立
と
構
造　

―
地
方
知
行
制
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
」
第
22
回
近
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
福
岡
市
・
志

賀
島
苑
、
一
九
八
三
年
七
月
二
三
日
）

※
『
九
州
史
学
』
77
号
（
一
九
八
三
年
）
に
報
告
要
旨
掲
載
。
内
容
に
つ
い
て
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
が
、
多
数
の
質
問
に
、「
地

方
知
行
」
へ
の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
た
。

〔
発
表
〕「
佐
賀
藩
の
大
身
家
臣
と
郡
代
制
」
社
会
経
済
史
学
会
九
州
支
部
会
（
福
岡
大
学
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
三
一
日
）

※
佐
賀
藩
は
大
身
家
臣
が
い
わ
ば
割
拠
す
る
独
自
の
藩
領
で
、
こ
れ
ら
の
階
層
が
藩
統
治
行
政
へ
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
主
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題
に
し
た
。
の
ち
に
「
給
人
領
主
」
と
シ
ェ
ー
マ
化
す
る
階
層
が
藩
の
公
的
支
配
シ
ス
テ
ム
に
い
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の

か
、
重
要
な
問
題
と
考
え
て
い
た
。

【
一
九
八
四
年
】

〔
論
文
〕「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成
と
構
成　

―
『
与
着
到
』
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―
」（
藤
野
保
編
『
九
州
近
世
史
研
究
叢
書
』
第

2
巻　

国
書
刊
行
会
、
357
～
419
頁
）

※
本
叢
書
は
既
発
表
論
文
の
集
成
だ
が
、
依
頼
さ
れ
た
新
規
論
文
と
し
て
、
真
栄
平
房
昭
氏
の
論
文
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。

〔
発
表
〕「
佐
賀
藩
の
陪
臣
組
織
に
つ
い
て
」
一
九
八
四
年
度
九
州
史
学
会
大
会
（
九
州
大
学
、
一
九
八
四
年
一
二
月
九
日
）

※
地
方
知
行
を
採
る
藩
で
の
陪
臣
研
究
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
在
地
性
が
強
い
陪
臣
の
あ
り
方
に
、
兵
農
の
関
係
を
考
え
さ
せ

る
契
機
と
な
っ
た
。
の
ち
に
対
馬
藩
を
め
ぐ
り
、「
給
人
地
主
」「
扶
持
人
」
な
ど
の
概
念
化
も
試
み
る
。

（
２
）
九
州
文
化
史
研
究
施
設
時
代

【
一
九
八
五
年
】

〔
論
文
〕「
成
立
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
編
成
の
原
理
と
構
造　

―
『
与
私
』・『
備
』
体
制
の
成
立
を
中
心
と
し
て
―
」（『
九
州

史
学
』
82
号
、
21
～
48
頁
）

〔
小
文
〕「
天
領
の
成
立
と
構
造
」（
西
日
本
新
聞
夕
刊
、
一
九
八
五
年
八
月
一
七
日
）

※
「
藩
・
天
領
の
成
立
と
構
造
」
が
正
し
い
が
、
リ
ー
ド
誤
植
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
た
。

＠
五
月
、
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
助
手
。
九
州
大
学
七
五
年
史
編
集
室
講
師
に
昇
任
さ
れ
た
柴
多
先
生
（
前

任
助
手
）
へ
、
不
慣
れ
な
私
は
連
日
の
よ
う
に
電
話
し
て
教
示
い
た
だ
い
た
。
毎
度
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
基
礎
研
究
を
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大
事
に
さ
れ
る
先
生
の
姿
勢
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
た
。

【
一
九
八
六
年
】

〔
論
文
〕「
佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
諸
段
階
」（『
史
淵
』
123
輯
、
61
～
102
頁
）

※
当
時
は
家
臣
団
編
成
研
究
の
意
味
を
十
分
に
考
慮
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
長
い
時
間
軸
で
観
察
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
強
く

意
識
し
た
。

〔
論
文
〕「
幕
末
期
に
お
け
る
佐
賀
藩
家
臣
団
の
構
造
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
31
号
、
391
～
442
頁
）

※
家
臣
在
郷
の
実
態
と
藩
の
調
査
に
よ
る
権
力
強
化
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
薩
摩
藩
や
長
州
藩
・
高
知
藩
な
ど
明

治
国
家
の
成
立
に
相
応
に
関
わ
る
諸
藩
は
、
地
方
知
行
、
家
臣
在
郷
の
特
質
を
多
か
れ
少
な
か
れ
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
た
だ

し
、
佐
賀
藩
も
含
め
、
い
わ
ば
古
さ
（
地
方
知
行
や
家
臣
在
郷
は
遅
れ
た
古
い
体
制
、
と
の
考
え
方
が
強
か
っ
た
）
と
新
し
さ

（
西
欧
の
軍
事
、
科
学
技
術
へ
の
着
目
や
殖
産
興
業
へ
の
志
向
性
）
の
関
係
に
つ
き
、
自
分
な
り
の
回
答
を
出
せ
な
い
ま
ま
現
在

に
至
る
。
藤
野
保
編
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
に
再
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
掲
載
を
編
者
の
藤
野

先
生
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
今
と
な
っ
て
は
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
と
の
感
も
抱
く
。

【
一
九
八
七
年
】

〔
論
文
〕「
佐
賀
藩
に
お
け
る
政
治
思
想
と
政
治
形
態
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
32
号
、
259
～
292
頁
）

〔
論
文
〕「
財
政
危
機
の
進
行
」（
藤
野
保
編
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
523
～
559
頁
）

※
こ
れ
ら
二
論
文
は
、
佐
賀
藩
の
文
化
文
政
期
の
分
析
を
試
み
た
も
の
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
雄
藩
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
天
保
改
革
の

必
然
化
を
説
明
し
よ
う
と
い
う
課
題
意
識
が
強
く
、
同
時
代
の
問
題
と
し
て
様
々
に
見
落
と
し
た
分
も
あ
る
と
考
え
る
。

〔
小
文
〕「
藩
・
天
領
の
成
立
と
構
造
」・「
略
年
表
」（
横
山
浩
一
・
藤
野
保
共
編
『
九
州
と
日
本
社
会
の
形
成
』
吉
川
弘
文
館
、
178
～
182

頁
・
349
～
386
頁
）
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※
前
出
の
新
聞
記
事
掲
載
分
を
も
と
に
し
た
内
容
で
、
編
者
の
両
先
生
の
要
請
で
、
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
略
年
表
も
作
成
し

た
。
年
表
作
成
作
業
は
、
長
い
時
間
軸
で
の
歴
史
観
察
の
意
義
を
教
え
て
く
れ
た
覚
え
が
あ
る
が
、
今
か
ら
考
え
る
と
、
採
録

事
項
の
選
択
は
難
し
く
冷
や
汗
も
の
だ
。

〔
目
録
〕
山
口
県
教
育
委
員
会
文
化
課
編
『
下
田
万
村
庄
屋
大
谷
家
歴
史
資
料
目
録
』
山
口
県
教
育
委
員
会

【
一
九
八
八
年
】

〔
論
文
〕「
近
世
大
名
の
『
御
家
』
に
つ
い
て　

―
『
公
儀
』
と
『
御
家
』
観
念
の
成
立
、
竜
造
寺
・
鍋
島
佐
賀
藩
を
素
材
に
―
」（『
九

州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
33
号
、
1
～
41
頁
）

※
領
主
交
代
（
竜
造
寺
氏
か
ら
鍋
島
氏
）
と
い
う
特
殊
な
歴
史
過
程
の
な
か
、
大
名
家
と
い
う
武
家
集
団
に
、
ど
の
よ
う
に
「
御

家
」
と
い
う
帰
属
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
の
か
を
、
考
え
た
。
近
世
大
名
の
場
合
、
自
生
的
と
い
う
よ
り
も
外
在
的
要
因
（
な
い

し
中
央
権
力
と
の
関
係
に
お
け
る
政
治
的
な
危
機
認
識
）
が
主
要
な
契
機
と
捉
え
た
。

〔
論
文
〕「
近
世
中
期
地
方
知
行
（
給
人
知
行
）
に
関
す
る
一
考
察　

―
佐
賀
藩
『
切
地
』・『
上
支
配
』
政
策
の
分
析
を
中
心
に
―
」

（『
史
淵
』
125
輯
、
43
～
81
頁
）

※
地
方
知
行
が
変
容
し
な
が
ら
も
存
続
す
る
歴
史
的
背
景
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

〔
事
辞
典
〕
川
添
昭
二
他
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

40　

福
岡
県
』
角
川
書
店

※
遠
賀
郡
、
山
田
市
な
ど
を
担
当
し
た
。
平
凡
社
版
の
地
名
辞
典
で
も
遠
賀
郡
を
担
当
し
た
が
、
同
郡
域
は
、
の
ち
に
私
に
主
要

な
研
究
テ
ー
マ
を
与
え
て
く
れ
た
知
的
障
害
の
子
供
と
、
今
ま
で
し
ば
し
ば
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
き
た
。「
赤
い
で
っ
か
い
橋
」（
若

戸
大
橋
）
が
好
き
で
、
遠
賀
郡
域
の
変
貌
を
、
三
十
年
余
り
見
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

〔
目
録
〕
福
岡
県
立
図
書
館
編
『
昭
和
六
一
・
六
二
年
度　

古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
二
集  

大
友
・
立
花
文
書
』
福
岡
県
教
育
委
員
会

〔
目
録
〕
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
編
『
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
古
文
書
目
録　

十
六　

有
松
家
文
書
』
同
施
設
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（
３
）
福
岡
工
業
大
学
時
代

【
一
九
八
九
年
】

〔
論
文
〕「
給
人
領
主
と
農
耕
祈
願　

―
佐
賀
藩
神
代
鍋
島
領
に
お
け
る
災
害
除
祈
願
の
分
析
を
素
材
に
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究

所
紀
要
』
34
号
、
131
～
164
頁
）

※
こ
の
論
文
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
民
俗
学
的
な
観
点
を
取
り
入
れ
た
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
内
容
で
あ
る
。
武
家
領
主
（
士
）

と
百
姓
（
民
）
の
関
係
を
、「
心
意
統
治
」
と
い
う
枠
組
み
で
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
文
化
人
類
学
、
宗
教
学
な
ど
他
分
野
の

摂
取
も
心
が
け
る
よ
う
に
な
る
。
か
か
る
方
法
論
は
、
の
ち
、
武
士
神
格
化
の
研
究
へ
継
承
。
ま
た
、「
給
人
領
主
」
と
い
う
概

念
を
提
示
し
、
地
方
知
行
の
給
人
（
家
臣
）
の
う
ち
、
知
行
地
支
配
の
権
限
が
強
い
階
層
を
シ
ェ
ー
マ
化
し
た
。
な
お
こ
の
よ

う
な
学
際
的
な
方
法
論
や
知
行
制
へ
の
関
心
は
、
東
京
教
育
大
学
で
和
歌
森
太
郎
氏
・
桜
井
徳
太
郎
氏
に
よ
る
民
俗
学
・
民
間

信
仰
論
の
影
響
を
う
け
つ
つ
盛
岡
藩
研
究
を
さ
れ
て
い
た
、
加
藤
章
先
生
の
薫
陶
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
動
向
〕「
九
州
・
鎮
西
・
対
馬
」（
村
上
直
編
『
日
本
近
世
史
研
究
事
典
』
東
京
堂
出
版
）

〔
目
録
〕
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
編
『
経
済
史
文
献
解
題  

一
九
八
八
年
版
』
清
文
堂
出
版

＠
四
月
、
福
岡
工
業
大
学
工
学
部
助
教
授
（
一
般
教
育
担
当
）

【
一
九
九
〇
年
】

〔
論
文
〕「
知
行
地
陪
臣
の
『
吟
味
』
に
つ
い
て　

―
知
行
地
に
お
け
る
行
政
的
意
思
決
定
に
関
す
る
一
考
察
、
佐
賀
藩
神
代
鍋
島
領

を
素
材
に
―
」（
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
編
『
近
世  

近
代
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
345
～
371
頁
）

〔
論
文
〕「
知
行
地
の
年
中
行
事　

―
佐
賀
藩
神
代
鍋
島
氏
の
『
日
記
』
を
中
心
に
―
」（『
福
岡
工
業
大
学
研
究
論
集
』
23
巻
1
号
、

1
～
21
頁
）
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※
こ
れ
ら
の
二
論
文
も
地
方
知
行
研
究
の
一
環
で
、
前
者
は
知
行
地
支
配
の
実
態
解
明
、
後
者
は
学
際
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
試

み
で
あ
る
。

〔
目
録
〕
藤
野
保
編
『
九
州
近
世
史
研
究
叢
書　

15  

解
説
・
文
献
目
録
』
国
書
刊
行
会

※
九
州
近
世
史
関
連
の
研
究
文
献
目
録
を
、
柴
多
一
雄
先
生
、
真
栄
平
房
昭
氏
の
三
名
分
担
で
調
査
、
作
成
し
た
。
デ
ー
タ
の
悉

皆
収
集
の
難
し
さ
と
大
変
さ
を
思
い
知
る
が
、
後
に
こ
の
時
の
よ
う
な
経
験
を
、
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

【
一
九
九
一
年
】

〔
報
告
書
〕『
障
子
ヶ
岳
城
趾
調
査
報
告
書
』（
共
著
。
福
岡
県
勝
山
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
４
集
、
勝
山
町
教
育
委
員
会
、
113
頁
）

※
同
城
は
毛
利
氏
が
戦
国
期
に
関
わ
る
城
だ
が
、『
萩
藩
閥
閲
録
』
の
関
連
記
事
の
現
代
語
訳
を
し
た
の
は
閉
口
し
た
。
な
お
、
勝

山
町
（
現
み
や
こ
町
）
の
町
史
編
纂
に
も
、
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
細
川
・
小
笠
原
両
時
代
の
小
倉
藩
関
連
史
料
に
触
れ

る
機
会
と
な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
。

〔
論
文
〕「
給
人
領
主
の
知
行
地
『
御
下
』
に
つ
い
て　

―
佐
賀
藩
神
代
鍋
島
氏
を
素
材
に
―
」（『
福
岡
工
業
大
学
研
究
論
集
』
24

巻
1
号
）

〔
書
評
〕「
新
刊
紹
介
・
檜
垣
元
吉
著
『
九
州
北
部
諸
藩
史
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
」（『
史
学
雑
誌
』
第
100
編
7
号
、
99
～
100
頁
）

※
私
に
と
り
初
め
て
の
書
評
だ
が
、
簡
単
な
内
容
の
紹
介
に
止
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
の
ち
、
依
頼
さ
れ
た
書
評
原
稿
は
で
き

る
限
り
応
じ
て
き
た
。
論
文
な
ど
の
執
筆
よ
り
し
ん
ど
か
っ
た
が
、
文
字
通
り
、
様
々
な
方
々
の
問
題
意
識
や
研
究
手
法
を
学

び
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
後
年
（
二
〇
一
七
年
）、
単
著
も
編
ん
だ
。

〔
発
表
〕「
近
世
日
本
に
お
け
る
国
家
・
領
主
・
民
衆　

―
と
く
に
『
心
意
統
治
』
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」
第
47
回
九
州
歴
史

科
学
研
究
例
会
（
西
南
学
院
大
学
、
一
九
九
一
年
六
月
二
二
日
）

＠
一
〇
月
、
九
州
大
学
教
養
部
助
教
授
。
先
に
着
任
さ
れ
て
い
た
吉
田
昌
彦
先
生
か
ら
は
、
我
々
は
大
き
な
組
織
（
九
大
）
に
属
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す
る
も
の
の
、
各
人
は
「
個
人
店
主
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
開
発
商
品
が
売
れ
な
け
れ
ば
取
り
残
さ
れ
る
、
と
い
う
主
旨

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
果
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
導
の
糸
と
な
っ
た
。

（
４
）
九
州
大
学
教
養
部
時
代

【
一
九
九
二
年
】

〔
論
文
〕「
給
人
刑
罰
権
に
関
す
る
一
考
察　

―
佐
賀
藩
神
代
鍋
島
氏
を
素
材
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
535
号
、
40
～
57
頁
）

※
地
方
知
行
の
家
臣
（
給
人
）
が
、
一
定
の
刑
罰
の
行
使
権
限
を
独
自
に
持
っ
て
い
る
事
実
を
紹
介
し
た
。
こ
の
時
期
の
地
方
知

行
に
関
す
る
仕
事
は
、
佐
賀
藩
の
上
層
家
臣
に
相
当
す
る
神
代
鍋
島
氏
の
日
記
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
旧
神
代
鍋

島
領
（
雲
仙
市
国
見
町
）
は
藤
野
保
先
生
出
自
の
地
で
あ
る
。
日
記
に
は
佐
賀
城
下
で
の
日
記
と
知
行
地
で
の
日
記
が
あ
り
、

実
務
に
従
事
す
る
陪
臣
（
神
代
鍋
島
氏
の
家
臣
）
に
よ
る
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
日
記
に
よ
り
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
論

じ
て
き
た
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
思
え
ば
、
事
実
の
面
白
さ
に
興
味
が
引
か
れ
、
そ
の
事
象
の
持
つ
意
味
の
掘
り
下
げ
た
考
察

が
必
要
だ
ろ
う
。
例
え
ば
こ
の
刑
罰
の
問
題
も
、
大
名
・
藩
の
制
度
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
、
い
わ
ば
仕
置
権
の
重
層
構
造
の

問
題
と
し
て
、
さ
ら
に
深
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
日
記
分
析
に
導
い
て
下
さ
っ
た
藤
野
先
生
に
は
感

謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

〔
目
録
〕
福
岡
県
立
図
書
館
編
『
昭
和
六
三
～
平
成
三
年
度　

福
岡
県
古
文
書
調
査
報
告
書　

第
十
三
集　

近
世
海
運
関
係
資
料
調
査
』

福
岡
県
教
育
委
員
会

【
一
九
九
三
年
】

〔
史
料
集
〕『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
一
編
（
佐
賀
本
藩
編
）
第
一
巻
（
分
担
執
筆
。
佐
賀
県
立
図
書
館
編
刊
、
923
頁
）
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※
本
史
料
集
は
、『
佐
賀
県
史
料
集
成　

古
文
書
編
』（
全
30
巻
）
に
続
く
シ
リ
ー
ズ
と
じ
て
開
始
さ
れ
、
現
在
も
継
続
中
（
毎
年

1
冊
刊
行
）。
私
は
の
ち
に
、
編
集
委
員
と
し
て
、
第
八
編
（
思
想
・
文
化
編
）、
第
十
編
（
宗
教
編
）
の
責
任
編
集
、
校
訂
、

解
題
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

〔
論
文
〕「
給
人
知
行
地
に
お
け
る
巡
見
使
迎
接
を
め
ぐ
る
一
考
察　

―
佐
賀
藩
を
素
材
に
―
」（
藤
野
保
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
近

世
日
本
の
社
会
と
流
通
』
雄
山
閣
、
153
～
171
頁
）

〔
小
文
〕「
三
つ
の
『
御
下
』　

―
給
人
領
主
と
知
行
地
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
覚
書
、
鍋
島
佐
賀
藩
を
素
材
に
―
」（『
九
州
歴
史
科
学
』

21
号
、
1
～
6
頁
）

〔
目
録
〕
福
岡
市
教
育
委
員
会
編
『
東
長
寺
収
蔵
品
目
録
』
同
委
員
会

〔
発
表
〕「
佐
賀
藩
に
お
け
る
給
人
領
主
制
」
第
38
回
国
際
東
方
学
者
会
議
東
京
会
議
（
文
部
省
教
育
会
館
、
一
九
九
三
年
五
月
一
六
日
）

〔
講
演
〕「
鍋
島
猫
化
騒
動
と
葉
隠
」
企
画
展
「
武
家
の
世
界
」
講
演
会
（
北
九
州
市
立
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
三
年
六
月
二
六
日
）

〔
関
連
〕「
六
本
松
今
昔
物
語
」（『
九
大
教
養
部
報
』
114
号
）

＠
「
近
世
地
方
知
行
制
の
比
較
史
的
研
究
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
代
表
。
一
九
九
三
～
一
九
九
四
年
度
）

（
５
）
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
時
代

【
一
九
九
四
年
】

〔
史
料
集
〕『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
一
編
第
二
巻
（
分
担
執
筆
。
佐
賀
県
立
図
書
館
編
刊
、
836
頁
）

〔
論
文
〕「
佐
賀
藩
に
お
け
る
給
人
領
主
制
」（『
歴
史
学
・
地
理
学
年
報
』
18
号
、
21
～
36
頁
）

〔
目
録
〕
福
岡
県
立
図
書
館
編
『
福
岡
県
立
図
書
館
収
集
文
書
目
録　

第
四
輯
』
同
館
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〔
講
演
〕「
神
代
鍋
島
家
文
書
」
平
成
六
年
度
古
文
書
解
読
講
習
会
（
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
一
九
九
四
年
七
月
二
七
日
）

＠
四
月
、
改
組
に
よ
り
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
助
教
授

【
一
九
九
五
年
】

〔
報
告
書
〕『
近
世
地
方
知
行
制
の
比
較
史
的
研
究
』（
単
著
。
平
成
五
・
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
一
般
研
究
（
Ｃ
）・
代
表
者
高

野
信
治
、
成
果
報
告
書
、
13
頁
）

〔
論
文
〕「
給
人
領
主
家
の
『
死
』
を
め
ぐ
る
儀
礼　

―
鍋
島
佐
賀
藩
を
素
材
と
し
て
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
669
号
、
1
～
19
頁
）

〔
論
文
〕「
近
世
日
本
に
お
け
る
『
国
家
』・『
家
』・
領
主
制　

―
給
人
領
主
制
の
観
点
か
ら
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
677
号
、
83
～
92
頁
）

〔
小
文
〕「
地
方
知
行
制
下
の
刑
罰
権
（
神
代
鍋
島
家
）」（『
古
文
書
の
研
究
』
33
号
）

〔
目
録
〕
福
岡
藩
政
史
研
究
会
編
（
代
表
・
中
村
質
）『
斎
藤
家
文
書
』
福
岡
市
委
員
会

〔
発
表
〕「
近
世
日
本
に
お
け
る
『
国
家
』・『
家
』・
領
主
制　

―
給
人
領
主
制
の
観
点
か
ら
―
」
一
九
九
五
年
度
歴
史
学
研
究
大
会

近
世
史
部
会
（
学
習
院
大
学
、
一
九
九
五
年
五
月
二
八
日
）

※
本
発
表
は
歴
史
学
研
究
大
会
近
世
史
部
会
で
の
依
頼
報
告
で
あ
る
。
近
世
史
研
究
の
な
か
で
、
地
方
知
行
が
持
つ
意
味
を
、
国

家
論
、
武
士
論
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
鋭
い
質
問
に
は
タ
ジ
タ
ジ
で
あ
っ
た
が
、
佐
々
木
潤
之

介
氏
か
ら
、
や
り
取
り
の
最
後
に
「
面
白
か
っ
た
」
と
い
っ
て
も
ら
っ
た
一
言
に
は
、
テ
ー
マ
研
究
の
継
続
性
と
フ
ィ
ー
ル
ド

へ
の
こ
だ
わ
り
の
大
事
さ
を
教
え
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。

〔
講
演
〕「
平
戸
藩
の
藩
政
史
料
」
平
成
七
年
度
古
文
書
解
読
講
習
会
（
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
一
九
九
五
年
八
月
二
日
）

〔
関
連
〕「
丸
山
先
生
の
学
士
院
賞
受
賞
を
お
祝
い
す
る
」（
九
州
大
学
全
学
共
通
教
育
広
報
『
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｘ
』
3
号
）

＠
学
位
請
求
論
文
「
近
世
大
名
家
臣
団
の
研
究　

―
鍋
島
佐
賀
藩
を
素
材
に
―
」
633
頁
、
博
士
（
文
学
）
取
得
（
九
州
大
学
、

文
博
乙
138
号
、
一
九
九
五
年
二
月
）。
主
査
は
丸
山
雍
成
先
生
に
お
願
い
し
た
。



─ 148 ─

仕
事
の
足
跡

【
一
九
九
六
年
】

〔
論
文
〕「
近
世
琉
球
地
頭
制
に
関
す
る
一
考
察
」（
丸
山
雍
成
編
『
前
近
代
に
お
け
る
南
西
諸
島
と
九
州
』
多
賀
出
版
、
255
～
279
頁
）

※
諸
藩
の
給
人
制
と
の
比
較
か
ら
、
琉
球
地
頭
制
の
性
格
を
捉
え
ら
れ
な
い
の
か
。
い
わ
ば
、
同
一
の
地
平
で
、
両
者
を
論
じ
る

こ
と
を
目
指
す
一
文
だ
が
、
検
討
す
べ
き
こ
と
が
不
消
化
で
、
悔
い
が
残
り
、
今
後
考
え
ら
れ
る
機
会
を
目
指
し
た
い
。

〔
論
文
〕「
地
方
知
行
と
近
世
的
秩
序
」（
山
本
博
文
編
『
新
し
い
近
世
史　

１　

国
家
と
秩
序
』
新
人
物
往
来
社
、
309
～
350
頁
）

※
本
論
文
も
地
方
知
行
を
、
近
世
日
本
の
全
体
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
の
を
目
指
し
た
が
、
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

〔
論
文
〕「『
葉
隠
』
に
関
す
る
一
考
察　

―
そ
の
思
想
形
成
の
諸
契
機
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
40
号
、
87

～
115
頁
）

※
私
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
は
武
士
論
だ
が
、
近
世
の
武
士
道
書
と
し
て
著
名
な
『
葉
隠
』
に
つ
い
て
、
内
容
を
語
っ
た
と
さ
れ

る
山
本
常
朝
（
佐
賀
藩
家
臣
）
の
様
々
な
葛
藤
の
所
産
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
視
角
か
ら
論
じ
た
も
の
。
佐
賀
藩
が
領
主
交

代
に
よ
り
成
立
し
た
こ
と
、
複
雑
な
思
い
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
主
君
へ
の
忠
の
向
け
方
の
こ
と
、
自
身
が
商
家
養
子
と
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
現
状
の
武
士
へ
の
失
望
、
な
ど
が
背
景
と
な
っ
て
強
烈
な
主
従
意
識
が
表
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
見
方
で
あ
る
。
あ
る
思
想
は
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
本
人
の
現
実
を
知
ら
な
い
で
は
語
ら
れ
ま
い
。

〔
動
向
〕「
一
九
九
五
年
歴
史
学
会
回
顧
と
展
望　

日
本
・
近
世　

身
分
制
」（『
史
学
雑
誌
』
第
105
編
5
号
、
118
～
120
頁
）

〔
目
録
〕
福
岡
県
立
図
書
館
編
『
平
成
五
年
～
七
年
度　

福
岡
県
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
四
集　

近
世
有
明
海
沿
岸
干
拓
資
料
調
査
』

福
岡
県
教
育
委
員
会

〔
目
録
〕
九
州
大
学
附
属
図
書
館
六
本
松
分
館
編
『
檜
垣
文
庫
目
録
』
全
5
冊

※
本
目
録
は
、
九
大
教
養
部
の
教
員
だ
っ
た
檜
垣
元
吉
先
生
が
収
集
さ
れ
た
多
数
の
資
料
が
ご
遺
族
よ
り
六
本
松
分
館
に
寄
贈
さ

れ
、
こ
れ
ら
を
吉
田
昌
彦
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
整
理
し
、
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
田
先
生
の
献
身
的
な
尽
力
が
な
け
れ
ば
、
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整
理
は
未
完
だ
っ
た
ろ
う
。

〔
講
演
〕「
異
文
化
へ
の
眼
差
し
」
平
成
八
年
度
古
文
書
解
読
講
習
会
（
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
一
九
九
六
年
七
月
三
一
日
）

※
長
崎
県
立
図
書
館
が
主
催
し
た
古
文
書
講
習
会
で
は
、
毎
回
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
取
り
組
ん
だ
。
テ
ー
マ
に
即
し
た
史

料
選
択
は
難
し
か
っ
た
が
、
個
人
的
に
は
面
白
く
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
一
九
九
七
年
】

〔
単
著
〕『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制
』（
吉
川
弘
文
館
、
433
頁
）

※
最
初
の
単
著
。
神
代
鍋
島
領
の
分
析
を
中
心
に
、『
葉
隠
』、「
御
家
」
観
念
な
ど
、
思
想
的
な
テ
ー
マ
も
含
め
た
内
容
で
、
フ
ィ
ー

ル
ド
は
佐
賀
藩
で
あ
る
。
特
殊
と
普
遍
、
地
域
と
国
家
な
ど
、
多
元
的
な
歴
史
要
素
を
、
ど
の
よ
う
な
関
係
と
し
て
捉
え
た
ら

よ
い
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
思
い
は
現
在
に
至
る
も
同
じ
だ
。

〔
論
文
〕「
増
穂
残
口
の
対
外
観　

―
近
世
中
期
の
自
民
族
中
心
意
識
の
複
合
性
―
」（
中
村
質
編
『
開
国
と
近
代
化
』
吉
川
弘
文
館
、

2
～
25
頁
）

※
対
外
観
に
つ
い
て
の
論
考
だ
が
、
こ
れ
は
、
異
人
・
被
差
別
民
・
障
害
者
な
ど
、
近
世
日
本
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
さ
れ
る
人
び

と
へ
の
眼
差
し
、
と
い
う
も
の
を
私
な
り
に
意
識
し
た
論
考
で
あ
る
。
障
害
者
の
親
と
な
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
お
り
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
さ
れ
る
人
び
と
へ
の
関
心
が
深
く
な
っ
て
い
く
。

〔
論
文
〕「
給
人
多
久
氏
夫
妻
の
知
行
地
入
部　

―
武
家
の
妻
と
主
従
制
・
領
主
制
―
」（『
西
南
地
域
史
研
究
』
12
輯
、
1
～
33
頁
）

※
障
害
へ
の
関
心
は
、
生
む
性
と
し
て
の
女
性
へ
の
関
心
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。
本
論
で
は
そ
の
よ
う
な
女
性
を
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
、
知
行
制
や
武
士
の
家
の
問
題
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
考
え
よ
う
と
試
み
た
。

〔
動
向
〕「
地
方
史
研
究
の
現
状
・
佐
賀
県
・
近
世
」（『
日
本
歴
史
』
588
号
、
47
～
57
頁
）

〔
事
辞
典
〕
日
本
史
広
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
史
広
辞
典
』
山
川
出
版
社
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〔
発
表
〕「
自
己
意
識
と
他
者
認
識　

―
近
世
日
本
に
お
け
る
『
夷
狄
』・『
異
端
』・『
片
輪
愚
昧
』
の
創
出
―
」
一
九
九
七
年
度
九

州
史
学
会
公
開
講
演
（
九
州
大
学
、
一
九
九
七
年
一
二
月
一
三
日
）

※
こ
れ
も
、
増
穂
残
口
の
対
外
観
を
め
ぐ
る
論
文
と
、
問
題
意
識
は
同
じ
で
あ
る
。

〔
関
連
〕「
苦
学
遊
学
雑
記
」（
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
科
『
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
』
6
号
）

※
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
一
九
九
七
年
度
）
に
内
地
留
学
し
た
際
の
書
き
物
。

＠
一
九
九
七
年
九
月
か
ら
半
年
間
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
へ
内
地
留
学
。
受
入
教
員
は
山
本
博
文
氏
。
史
料
編
纂
所
が
い
か
に

史
料
収
集
の
面
で
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
福
岡
と
は
別
世
界
の
感
覚
だ
っ
た
。
な
お
山
本
氏
の
史
料

編
纂
所
教
授
十
年
評
価
を
、
の
ち
に
、
掘
新
氏
と
と
も
に
担
当
し
た
。

【
一
九
九
八
年
】

〔
論
文
〕「
近
世
知
行
観
に
関
す
る
一
考
察　

―
対
馬
藩
を
素
材
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
604
号
、
1
～
17
頁
）

〔
論
文
〕「
給
人
・
地
主
・
役
人　

―
近
世
地
域
社
会
の
「
中
間
層
」、
対
馬
藩
を
素
材
に
―
」（
丸
山
雍
成
編
『
日
本
近
世
の
地
域

社
会
論
』
文
献
出
版
、
139
～
162
頁
）

※
こ
の
二
論
考
は
、
と
も
に
対
馬
藩
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
自
作
経
営
す
る
給
人
を
「
給
人
地
主
」
と
概
念
化
す
る
こ
と
に
な

る
。「
給
人
領
主
」
と
な
ら
ぶ
、
給
人
（
知
行
拝
領
家
臣
）
の
パ
タ
ー
ン
概
念
の
一
つ
と
考
え
て
の
提
案
で
あ
る
。

〔
小
文
〕「
武
士
へ
の
眼
差
し
」（『
柳
川
資
料
集
成　

月
報
』
3
、
3
～
6
頁
）

※
こ
の
時
、
一
緒
に
執
筆
し
た
藤
井
讓
治
氏
は
柳
川
市
史
に
関
わ
る
論
考
だ
っ
た
が
，
私
は
そ
う
で
は
な
い
ア
バ
ウ
ト
な
テ
ー
マ

で
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
の
資
質
の
差
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
「
武
士
」
に
対
す
る
同
時
代
的

な
認
識
の
析
出
は
、
日
本
近
世
の
政
治
社
会
の
性
格
を
考
え
る
上
で
大
事
な
問
題
と
も
考
え
て
い
る
。

〔
小
文
〕「“
あ
す
な
ろ
”
報
告　

―
「
給
人
地
主
制
」
論
の
観
点
か
ら
―
」（『
岡
山
藩
研
究
』
第
29
号
、
1
～
7
頁
）
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〔
書
評
〕「
書
評
・
村
田
路
人
著
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
大
阪
大
学
出
版
会
」（『
歴
史
評
論
』
582
号
、
30
～
34
頁
）

※
日
頃
の
研
究
対
象
と
は
違
う
、
幕
府
領
や
領
主
支
配
地
が
入
り
組
ん
だ
地
域
の
研
究
書
で
、
か
か
る
地
域
に
お
け
る
幕
府
の
広

域
支
配
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
コ
メ
ン
ト
は
、
当
方
の
守
備
範
囲
を
こ
え
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
私
が
対
象
に
し
て
き
た
一
円
的

な
藩
領
が
、
日
本
近
世
で
は
一
つ
の
領
域
形
態
に
過
ぎ
な
い
、
と
の
感
覚
を
持
て
た
の
は
収
穫
だ
っ
た
。

〔
発
表
〕「
藩
政
と
地
域
社
会
」
一
九
九
八
年
度
岡
山
藩
研
究
会
全
体
会
報
告
（
早
稲
田
大
学
、
一
九
九
八
年
七
月
一
一
日
）

〔
講
演
〕「
虚
像
の
な
か
の
実
像　

―
鍋
島
猫
化
け
騒
動
の
世
界
か
ら
―
」
平
成
一
〇
年
度
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究

科
公
開
講
座
（
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
科
、
一
九
九
八
年
一
一
月
七
日
）

＠
猫
化
け
騒
動
、
化
け
猫
騒
動
と
さ
れ
る
も
の
は
、
全
国
的
に
数
種
あ
る
よ
う
だ
が
、
鍋
島
物
は
比
較
的
有
名
だ
ろ
う
。
た
だ
こ

の
よ
う
な
虚
像
が
生
ま
れ
る
背
景
も
考
え
る
べ
き
と
の
立
場
で
あ
る
。

【
一
九
九
九
年
】

〔
共
編
著
〕『
近
世
社
会
と
知
行
制
』（
モ
リ
ス
、 
Ｊ
．Ｆ
．・
白
川
部
達
夫
と
の
共
編
。
思
文
閣
出
版
、
375
頁
）

〔
論
文
〕「
給
人
地
主
制
論
の
試
み　

―
対
馬
藩
を
素
材
と
し
て
―
」（
モ
リ
ス
、 

Ｊ
．Ｆ
．・
白
川
部
達
夫
と
の
共
編
『
近
世
社
会
と

知
行
制
』
思
文
閣
出
版
、
59
～
83
頁
）

※
日
頃
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
異
な
る
も
の
の
、
近
世
知
行
制
に
関
心
を
持
つ
、
モ
リ
ス
氏
、
白
川
部
氏
と
の
共
編
で
刊
行
し
た
本
に
、

「
給
人
地
主
」
と
い
う
概
念
を
改
め
て
提
示
し
た
。

〔
論
文
〕「
藩
領
支
配
の
地
域
性　

―
佐
賀
藩
を
素
材
と
し
て
―
」（『
比
較
社
会
文
化
』
第
5
巻
、
17
～
36
頁
）

〔
論
文
〕「
初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態　

―
竜
造
寺
・
鍋
島
佐
賀
藩
を
素
材
と
し
て
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
42
・

43
合
併
号
、
49
～
92
頁
）

※
こ
の
二
論
文
は
、
学
位
請
求
論
文
の
内
容
を
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
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〔
小
文
〕「
時
代
の
変
化
と
地
域
性
」（『
多
久
古
文
書
の
村
・
村
だ
よ
り
』
17
号
、
3
～
4
頁
）

〔
小
文
〕「
長
崎
道
の
宿
場
」（
児
玉
幸
多
編
『
日
本
史
小
百
科　

宿
場
』、
東
京
堂
出
版
、
252
～
256
頁
）

〔
小
文
〕「
九
州
路
の
宿
場
」（
児
玉
幸
多
編
『
日
本
史
小
百
科　

宿
場
』、
東
京
堂
出
版
、
257
～
259
頁
）

※
か
か
る
交
通
史
、
情
報
論
の
テ
ー
マ
は
、
の
ち
に
博
論
審
査
の
主
査
を
務
め
る
守
友
隆
氏
（
現
・
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び

博
物
館
）
が
担
う
こ
と
に
な
る
。

〔
事
辞
典
〕
石
上
英
一
他
編
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店

〔
発
表
〕「
近
世
『
日
本
人
』
像
に
関
す
る
一
考
察
」
九
州
史
学
研
究
会
近
現
代
史
部
会
・
統
一
テ
ー
マ
／
国
民
国
家
論
の
現
在
（
九
州

大
学
、
一
九
九
九
年
七
月
一
〇
日
）

〔
講
演
〕「
古
文
書
分
析
の
方
法　

―
「
史
料
」
か
ら
「
史
実
」
を
読
み
解
く
ア
ウ
ト
ロ
ー
編
―
」（
福
岡
県
立
図
書
館
、
一
九
九
九

年
二
月
八
日
）

（
６
）
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
時
代

【
二
〇
〇
〇
年
】

〔
論
文
〕「
藩
政
と
地
域
社
会　

―
給
人
地
主
制
論
の
観
点
か
ら
、
対
馬
藩
を
素
材
に
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
733
号
、
1
～
18
頁
）

※
対
馬
藩
を
題
材
に
し
て
シ
ェ
ー
マ
化
し
た
給
人
地
主
論
の
、
私
に
と
っ
て
は
、
集
大
成
で
あ
る
。
近
世
日
本
は
兵
農
分
離
社
会

と
さ
れ
な
が
ら
、
村
落
に
在
郷
し
つ
つ
地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
存
在
は
例
外
的
と
い
う
、
い
わ
ば
思
考
停
止
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
も
組
み
込
ん
だ
近
世
政
治
社
会
像
が
必
要
だ
ろ
う
。

〔
書
評
〕「
書
評
・
長
谷
川
成
一
著
『
近
世
国
家
と
東
北
大
名
』
吉
川
弘
文
館
」（『
日
本
史
研
究
』
450
号
、
61
～
68
頁
）
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※
東
北
に
は
、
地
方
知
行
を
採
る
藩
が
多
い
が
、
対
象
本
は
蝦
夷
地
を
契
機
と
し
た
対
外
的
事
象
も
視
野
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
、

東
北
に
対
す
る
別
の
視
角
を
得
ら
れ
た
印
象
で
あ
る
。

〔
書
評
〕「
書
評
・
福
田
千
鶴
著
『
幕
藩
制
的
秩
序
と
御
家
騒
動
』
校
倉
書
房
」（『
歴
史
評
論
』
608
号
、
83
～
88
頁
）

※
御
家
騒
動
は
際
物
め
い
た
事
象
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
と
思
う
が
、
本
書
は
こ
れ
を
幕
藩
制
、
近
世
国
家
の
あ
り
方
を
析
出
す

る
場
と
し
て
、
斬
新
で
論
理
的
な
議
論
を
展
開
し
て
お
り
イ
ン
パ
ク
ト
を
感
じ
た
。

〔
事
辞
典
〕
加
藤
友
康
他
編
『
日
本
史
文
献
解
題
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

〔
事
辞
典
〕
朝
尾
直
弘
他
責
任
編
集
『
日
本
歴
史
大
事
典
』
小
学
館

〔
講
演
〕「
荒
波
の
な
か
に
生
き
る　

―
鍋
島
三
代
―
」
佐
賀
ふ
る
さ
と
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
特
別
企
画
『
波
濤　

―
佐

賀
と
近
世
―
』（
佐
賀
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
八
日
）

〔
講
演
〕「
伝
承
と
歴
史　

―
久
留
米
松
崎
藩
の
成
立
と
廃
藩
―
」
第
9
回
「
小
郡
・
歴
史
発
見
」
文
化
講
演
会
（
福
岡
県
小
郡
市

七
夕
会
館
ホ
ー
ル
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
八
日
）

＠
四
月
、
改
組
に
よ
り
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
助
教
授
（
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
〔
修
士
・
博
士
課
程
〕
担
当
）

【
二
〇
〇
一
年
】

〔
論
文
〕「
佐
賀
藩
に
お
け
る
初
期
代
官
・
郡
代
制
」（『
西
南
地
域
史
研
究
』
13
輯
、
111
～
144
頁
）

※
こ
れ
も
、
学
位
請
求
論
文
の
公
刊
。

〔
小
文
〕「『
共
生
』
の
可
能
性　

―
日
本
近
世
史
か
ら
―
」（『
九
州
歴
史
科
学
』
第
29
号
、
98
～
102
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
根
岸
茂
夫
著
『
近
世
武
家
社
会
の
形
成
と
構
造
』
吉
川
弘
文
館
」（『
九
州
史
学
』
133
号
、
45
～
53
頁
）

〔
事
辞
典
〕
藤
野
保
編
集
代
表
『
日
本
史
事
典
』
朝
倉
書
店

〔
目
録
〕
福
岡
県
立
図
書
館
編
『
平
成
八
年
～
十
二
年
度　

福
岡
県
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
五
集　

筑
後
川
流
域
利
水
関
係
史
料
調
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査
』
福
岡
県
教
育
委
員
会

〔
発
表
〕「『
共
生
』
の
可
能
性　

―
日
本
近
世
史
か
ら
―
」
九
州
歴
史
科
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム　

統
一
テ
ー
マ
／
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
地
域
・
共
生
（
西
南
学
院
大
学
、
二
〇
〇
一
年
三
月
三
日
）

〔
発
表
〕「
武
・
徳
・
天
照　

―
広
島
藩
儒
者
堀
景
山
の
君
主
論
を
め
ぐ
っ
て
―
」
二
〇
〇
一
年
度
七
隈
史
学
会
（
福
岡
大
学
、
二

〇
〇
一
年
九
月
二
九
日
）

※
怠
慢
か
ら
こ
の
発
表
の
論
文
化
に
は
、
現
在
ま
で
至
っ
て
い
な
い
が
、
朱
子
学
者
な
が
ら
国
学
者
的
な
発
想
も
持
つ
人
物
で
あ

り
、
武
士
論
や
社
会
論
も
射
程
に
し
て
お
り
興
味
深
い
。

〔
講
演
〕「
鍋
島
猫
化
け
騒
動
の
世
界
」
大
川
歴
史
講
座
（
福
岡
県
大
川
市
旧
吉
原
家
住
宅
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
〇
日
）

〔
講
演
〕「
近
世
の
大
名
分
家
に
つ
い
て　

―
鍋
島
・
有
馬
・
立
花
各
家
の
事
例
か
ら
―
」
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
（
福
岡
県
山
門
郡

大
和
町
中
央
公
民
館
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
〇
日
）

※
大
名
分
家
に
つ
い
て
は
、
学
位
審
査
で
主
査
を
務
め
た
野
口
朋
隆
氏
（
現
・
昭
和
女
子
大
学
）
が
斯
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に

な
る
。

＠
「
民
俗
神
や
民
族
神
と
の
関
係
分
析
を
通
し
た
近
世
武
家
権
力
神
の
基
礎
的
研
究
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
代
表
。
二
〇
〇

一
～
二
〇
〇
四
年
度
）

【
二
〇
〇
二
年
】

〔
単
著
〕『
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
』（
名
著
出
版
、
606
頁
）

※
大
名
・
藩
の
徳
川
氏
・
幕
府
に
対
す
る
自
立
性
と
輔
翼
性
を
、「
藩
国
（
ハ
ン
コ
ク
）」
と
「
藩
輔
（
ハ
ン
ポ
）」
と
い
う
二
つ
の

儒
学
用
語
で
象
徴
化
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
幕
府
に
対
し
藩
は
従
属
的
か
自
立
的
か
と
い
う
、
二
項
対
立
的
な
捉
え
方
が
な
さ
れ

る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
か
か
る
性
格
を
藩
は
併
有
し
、
時
期
に
よ
り
そ
の
関
係
が
変
化
す
る
と
の
見
方
だ
。
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〔
論
文
〕「
鍋
島
光
茂
像
の
一
側
面　

―
『
葉
隠
』
に
み
る
批
判
的
眼
差
し
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
葉
隠
研
究
』
43
号
、
12
～
18
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
都
城
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
都
城
市
史　

史
料
編　

近
世
1
』
都
城
市
」（『
地
方
史
研
究
』
298
号
、
108
～
111
頁
）

※
博
論
審
査
で
主
査
を
務
め
た
山
下
真
一
氏
（
現
・
都
城
市
島
津
邸
）
の
依
頼
で
執
筆
。

〔
講
演
〕「
近
世
武
士
と
佐
賀
藩
葉
隠
」
大
川
市
民
大
学
講
座
（
大
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
、
二
〇
〇
二
年
二
月
一
六
日
）

〔
講
演
〕「
共
生
の
可
能
性　

―
日
本
近
世
の
勤
労
観
と
障
害
者
―
」
早
良
の
歴
史
と
自
然
を
探
る
会
四
月
例
会
（
福
岡
市
早
良
区

田
隈
公
民
館
、
二
〇
〇
二
年
三
月
三
一
日
）

〔
講
演
〕「『
日
本
人
』
像
の
形
成
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
福
岡
市
立
中
央
養
護
学
校
同
和
研
修
会
（
福
岡
市
立
発
達
教
育
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

〇
二
年
七
月
二
二
日
）

※
こ
の
二
講
演
は
、
い
ず
れ
も
日
本
近
世
の
障
害
の
認
識
や
実
態
に
つ
い
て
、
政
治
社
会
論
の
枠
組
み
で
広
角
の
立
場
か
ら
考
え

よ
う
と
し
た
も
の
だ
。
た
だ
、
養
護
学
校
（
特
別
支
援
学
校
）
の
先
生
方
を
前
に
い
さ
さ
か
緊
張
し
た
。

〔
関
連
〕「
歴
史
認
識
の
「
越
境
」
行
為
を
目
指
し
て
」（
九
州
大
学
研
究
紹
介
編
集
委
員
会
編
『
九
州
大
学
研
究
紹
介
』
№
19
）

【
二
〇
〇
三
年
】

〔
共
著
〕『
小
郡
市
史
』
第
二
巻
（
小
郡
市
史
編
集
委
員
会
編
、
福
岡
県
小
郡
市
、
373
～
429
頁
担
当
）

※
福
岡
県
小
郡
市
域
は
旧
久
留
米
藩
の
北
西
辺
に
相
当
し
、
支
藩
松
崎
藩
が
一
時
存
在
、
ま
た
、
西
側
は
佐
賀
藩
や
対
馬
藩
田
代

領
な
ど
と
も
接
し
、
水
利
を
め
ぐ
る
問
題
も
生
じ
る
な
ど
、
領
域
錯
綜
な
が
ら
生
活
圏
と
し
て
の
一
体
性
が
あ
る
。
か
つ
、
薩

摩
街
道
（
松
崎
街
道
）
も
通
貫
す
る
。
の
ち
に
、
隣
接
す
る
鳥
栖
市
史
（
佐
賀
県
）
編
纂
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
佐
賀
藩

東
部
や
田
代
領
を
見
て
き
た
た
め
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
地
域
の
一
体
的
か
つ
個
性
的
な
特
徴
を
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

感
じ
る
。

〔
論
文
〕「
武
士
神
格
化
一
覧
・
稿　

―
上
・
東
日
本
編
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
47
号
、
1
～
105
頁
）
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※
武
士
神
格
化
の
科
研
の
第
一
成
果
に
相
当
す
る
。

〔
論
文
〕「『
葉
隠
』
思
想
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
葉
隠
研
究
』
50
号
、
34
～
45
頁
）

〔
論
文
〕「
支
配
の
形
態
と
民
意
の
行
方
」（
近
世
史
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
三
実
行
委
員
会
編
『
近
世
史
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇

〇
三
の
記
録
』
同
会
、
18
～
31
頁
）

〔
小
文
〕「
佐
賀
藩
と
対
馬
藩
田
代
領　

―
支
配
制
度
の
違
い
―
」（『
栖
（
す
み
か
）』
43
号
、
48
～
55
頁
）

※
上
記
の
論
文
と
小
文
は
、
鳥
栖
市
史
編
纂
の
成
果
で
、
佐
賀
藩
と
対
馬
藩
飛
び
地
肥
前
田
代
領
の
支
配
形
態
や
制
度
の
相
違
を
、

比
較
史
的
に
考
え
た
仕
事
で
あ
る
。

〔
書
評
〕「
書
評
と
紹
介
・
北
島
万
次
著
『
壬
辰
倭
乱
と
秀
吉
・
島
津
・
李
舜
臣
』
校
倉
書
房
」（『
日
本
歴
史
』
667
号
、
104
～
107
頁
）

※
私
の
第
一
論
文
は
朝
鮮
出
兵
（
壬
申
倭
乱
）
に
参
陣
し
た
大
名
家
臣
の
分
析
だ
っ
た
が
、
こ
の
方
面
の
仕
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
る
の
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。

〔
動
向
〕「
自
著
紹
介
・『
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
』」（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
報
『
図
書
館
情
報
』
38－

3
）

〔
動
向
〕「
タ
イ
王
国
踏
査
旅
行
」（『
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
東
ア
ジ
ア
と
日
本
：
交
流
と
変
容
・
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
3
号
、

8
～
10
頁
）

※
当
時
関
わ
っ
て
い
た
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
院
生
諸
氏
と
と
も
に
行
っ
た
旅
行
記
で
あ
る
。

〔
事
辞
典
〕
丸
山
雍
成
他
編
『
日
本
交
通
史
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

〔
事
辞
典
〕
黒
田
日
出
男
他
編
『
日
本
史
文
献
事
典
』
弘
文
堂

〔
発
表
〕「
支
配
の
形
態
と
民
意
の
行
方
」
近
世
史
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
三
（
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
、
二
〇
〇
三
年
八
月
二

三
日
）

〔
講
演
〕「
鍋
島
猫
化
け
騒
動
の
世
界　

―
「
元
茂
公
御
年
譜
」
と
の
関
連
に
も
ふ
れ
て
―
」
小
城
ふ
る
さ
と
学
特
別
講
座
（
小
城
町
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立
歴
史
資
料
館
、
二
〇
〇
三
年
三
月
九
日
）

〔
講
演
〕「『
葉
隠
』
思
想
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」
二
〇
〇
三
年
度
葉
隠
研
究
会
記
念
講
演
（
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
、
二
〇
〇
三
年
六
月
一
日
）

〔
講
演
〕「
江
戸
時
代
の
武
士
像
を
め
ぐ
っ
て　

―
長
崎
の
町
人
学
者
・
西
川
如
見
の
見
方
―
」
長
崎
県
教
育
委
員
会
研
修
講
座
（
長

崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
二
〇
〇
三
年
九
月
二
九
日
）

※
武
士
像
、
武
士
へ
の
眼
差
し
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
考
え
て
い
る
が
、
な
か
な
か
公
刊
が
難
し
い
。

〔
講
演
〕「
日
本
近
世
庶
民
旅
行
の
記
録　

―
九
州
大
学
所
蔵
史
料
か
ら
―
」
平
成
一
五
年
度
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院

公
開
講
座
・
歴
史
資
料
を
読
む
、
日
本
と
世
界
の
文
書
・
写
本
（
九
州
大
学
21
世
紀
交
流
プ
ラ
ザ
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
日
）

〔
講
演
〕「
佐
賀
藩
と
対
馬
藩
田
代
領　

―
支
配
制
度
の
違
い
―
」
第
42
回
鳥
栖
市
市
民
文
化
祭
・
文
化
講
演
会
（
鳥
栖
市
中
央
公

民
館
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
三
日
）

【
二
〇
〇
四
年
】

〔
小
文
〕「『
共
生
』
に
つ
い
て
の
雑
感
」（『
比
文
創
立
十
周
年
記
念
文
集
』
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
・
研
究
院
）

〔
小
文
〕「
幕
末
期
毛
利
家
の
自
己
認
識
と
改
革
意
識
」（『
山
口
県
史
の
窓
』
史
料
編
・
幕
末
維
新
2
、
5
～
8
頁
）

※
「
西
南
雄
藩
」
な
ど
と
、
一
括
り
に
は
で
き
な
い
大
名
家
の
動
向
が
、
鍋
島
家
を
念
頭
に
感
じ
ら
れ
る
。

〔
書
評
〕「
書
評
と
紹
介
・
磯
田
道
史
著
『
近
世
大
名
家
臣
団
の
社
会
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
」（『
日
本
歴
史
』
676
号
、
112
～
115
頁
）

※
い
わ
ば
家
臣
個
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ま
で
視
野
に
入
れ
た
分
析
の
精
緻
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
、
同
じ
く
家
臣
団
に
興
味
を
持
ち

つ
つ
も
、
自
身
の
研
究
関
心
の
底
の
浅
さ
を
痛
感
し
た
。

〔
書
評
〕「
新
刊
紹
介
・
藤
井
譲
治
編
『
彦
根
藩
の
藩
政
機
構
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
」（『
日
本
史
研
究
』
507
号
、
92
～
93
頁
）

※
同
じ
く
、
藩
政
機
構
の
精
緻
な
デ
ー
タ
化
に
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
作
業
の
大
切
さ
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
意
外
に
藩
政
機

構
の
基
礎
的
な
仕
事
は
少
な
い
。
の
ち
に
大
村
市
史
編
纂
で
、
肥
前
大
村
藩
を
対
象
に
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
や
っ
た
が
、
復
元
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の
難
し
さ
を
感
じ
た
。

〔
動
向
〕「
コ
メ
ン
ト
」『
前
近
代
日
本
の
史
料
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

研
究
集
会
報
告
集  

二
〇
〇
三
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
230
頁
）

〔
事
辞
典
〕
有
馬
学
監
修
・
共
編
『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

41　

福
岡
県
』
平
凡
社

〔
講
演
〕「
江
戸
時
代
人
の
武
士
像
」
瀬
高
町
歴
史
講
演
会
（
瀬
高
町
立
図
書
館
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
四
日
）

【
二
〇
〇
五
年
】

〔
報
告
書
〕『
民
俗
神
や
民
族
神
と
の
関
係
分
析
を
通
し
た
近
世
武
家
権
力
神
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
単
著
。
平
成
一
三
～
一
六
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）・
代
表
者
高
野
信
治
、
成
果
報
告
書
、
205
頁
）

※
武
士
神
格
化
の
研
究
は
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
継
続
し
、
現
在
に
至
る
。

〔
史
料
集
〕『
鳥
栖
市
誌
資
料
集　

第
８
集　

対
馬
藩
田
代
領
関
係
文
書
１
』（
校
訂
・
解
題
。
鳥
栖
市
誌
編
纂
委
員
会
編
、
鳥
栖
市
、
213
頁
）

※
本
史
料
集
は
諸
事
情
で
「
1
」
の
み
の
刊
行
だ
が
、
別
に
関
わ
っ
て
い
る
佐
賀
県
近
世
史
料
編
纂
に
て
、
対
馬
藩
を
取
り
上
げ

る
予
定
で
、
実
質
的
な
「
2
」
の
史
料
集
に
な
ろ
う
と
考
え
る
。

〔
論
文
〕「
地
域
の
中
で
神
に
な
る
武
士
た
ち　

―
「
武
士
神
格
化
一
覧
・
稿
」
の
作
成
を
通
し
て
―
」（『
比
較
社
会
文
化
』
第
11
巻
、

51
～
60
頁
）

※
の
ち
に
、
武
士
祭
神
の
統
計
を
と
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
と
り
、「
地
域
」
は
重
要
な
視
角
だ
。
し
か
し
、

こ
の
時
点
で
は
、
そ
こ
ま
で
の
自
覚
は
な
か
っ
た
。

〔
論
文
〕「
武
士
神
格
化
一
覧
・
稿　

―
下
・
西
日
本
編
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
48
号
、
1
～
165
頁
）

〔
論
文
〕「
武
士
神
格
化
と
伝
承
の
共
有
化　

―
「
武
士
神
格
化
一
覧
・
稿
」
の
作
成
を
通
し
て
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

48
号
、
167
～
192
頁
）

〔
目
録
〕
九
州
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
人
文
科
学
）『
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
所
蔵
日
本
関
係
史
料
目
録
』
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第
3
ユ
ニ
ッ
ト

〔
目
録
〕
佐
賀
大
学
文
系
基
礎
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
小
城
鍋
島
家
文
庫
目
録
近
代
文
書
編
』
佐
賀
大
学
付
属
図
書
館

※
同
大
学
の
小
城
鍋
島
家
文
庫
は
、
佐
賀
藩
研
究
に
と
り
，
重
要
な
史
料
群
だ
が
、
そ
の
近
代
部
分
の
調
査
を
、
飯
塚
一
幸
氏

（
現
・
大
阪
大
学
）
と
と
も
に
行
っ
た
。

〔
関
連
〕「
序
」（
内
山
幹
生
著
・
嶋
谷
力
夫
校
訂
『
肥
後
宇
土
郡
亀
尾
村
御
新
地
方
記
録
全
釈
』
熊
本
県
宇
城
市
教
育
委
員
会
）

※
主
査
と
し
て
博
論
審
査
に
当
っ
た
内
山
幹
生
氏
は
現
在
も
同
地
域
を
中
心
に
研
究
を
続
け
る
。

＠
四
月
、
同
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授
昇
任

【
二
〇
〇
六
年
】

〔
共
著
〕『
勝
山
町
史
』
上
巻
（
勝
山
町
史
編
纂
委
員
会
編
、
福
岡
県
京
都
郡
勝
山
町
、
579
～
663
頁
）

〔
論
文
〕「
近
世
初
期
大
名
の
農
政
と
地
域
社
会　

―
細
川
小
倉
藩
の
場
合
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
49
号
、
1
～
38
頁
）

※
共
著
書
で
対
象
と
す
る
勝
山
町
域
（
現
み
や
こ
町
）
は
小
倉
藩
南
部
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
的
な
差
別
を
受
け
た
人
び

と
に
も
焦
点
を
当
て
た
が
、
こ
れ
は
の
ち
の
科
研
テ
ー
マ
で
あ
る
障
害
史
研
究
に
も
繋
が
る
。
論
文
も
同
じ
よ
う
な
視
角
を
も
っ

て
臨
ん
だ
。

〔
論
文
〕「『
藩
』
研
究
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」（『
歴
史
評
論
』
676
号
、
2
～
13
頁
）

※
藩
研
究
は
様
々
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
が
、
岡
山
藩
、
松
代
藩
、
尾
張
藩
な
ど
の
共
同
研
究
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
、
藩
世

界
、
藩
地
域
、
尾
張
藩
社
会
な
ど
の
概
念
化
の
有
効
性
も
視
野
に
、
論
じ
た
。

〔
小
文
〕「
映
画
・
歌
舞
伎
・
伝
承
・
史
実　

―
有
馬
猫
騒
動
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
福
岡
県
史
だ
よ
り
』
122
号
、
4
～
6
頁
）

※
小
郡
市
史
編
纂
に
関
わ
っ
た
知
見
を
も
と
に
、
久
留
米
藩
の
猫
化
け
騒
動
「
有
馬
猫
騒
動
」
を
め
ぐ
り
、
瞥
見
し
た
。

〔
書
評
〕「
書
評
と
紹
介
・
谷
口
眞
子
著
『
近
世
社
会
と
法
規
範
』
吉
川
弘
文
館
」（『
日
本
歴
史
』
701
号
、
120
～
122
頁
）
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〔
動
向
〕「
歴
史
学
研
究
会
大
会
近
世
史
部
会
報
告
批
判
」（『
歴
史
学
研
究
』
822
号
、
42
～
44
頁
）

〔
動
向
〕「
二
〇
〇
五
年
歴
史
学
会
回
顧
と
展
望　

日
本
・
近
世　

身
分
・
差
別
」（『
史
学
雑
誌
』
第
115
編
5
号
、
118
～
120
頁
）

※
現
在
に
至
る
ま
で
数
回
や
っ
た
回
顧
と
展
望
は
、
い
ず
れ
も
、
身
分
や
差
別
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
整
理
し
た
。

〔
目
録
〕
福
岡
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
課
編
『
平
成
十
三
年
～
十
七
年
度　

福
岡
県
古
文
書
調
査
報
告
書
第
十
七
集　

京
築
地
区
神
楽
関

係
史
料
調
査
』
福
岡
県
立
図
書
館

〔
発
表
〕「『
世
界
』
と
『
神
国
』　

―
近
世
中
期
長
崎
町
人
・
西
川
如
見
の
自
他
認
識
―
」
九
州
史
学
創
刊
50
周
年
記
念
事
業
・
記

念
論
集
企
画
関
連
研
究
会
。
九
州
史
学
研
究
会
（
九
州
大
学
、
二
〇
〇
六
年
六
月
三
日
）

※
の
ち
の
活
字
化
の
際
に
は
、「
天
学
」
に
注
目
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

〔
発
表
〕「
武
士
神
格
化
に
つ
い
て
」
國
學
院
大
學　

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
神
道
と
日
本
文
化
の
国
学
的
研
究
発
信
の
拠
点
形

成
』
研
究
集
会
「
近
世
の
政
治
と
祭
祀
・
儀
礼
」（
國
學
院
大
學
、
二
〇
〇
六
年
六
月
二
四
日
）

※
武
士
神
格
化
に
つ
い
て
、
神
道
・
国
学
研
究
の
専
門
家
か
ら
、
批
評
い
た
だ
い
た
の
は
有
益
で
あ
っ
た
。

〔
講
演
〕「
江
戸
時
代
の
文
書
行
政　

―
対
馬
藩
田
代
領
関
係
史
料
を
通
し
て
―
」
平
成
一
七
年
度
文
化
財
成
果
展
近
世
古
文
書
の

世
界
・
記
念
講
演
会
（
鳥
栖
市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
八
日
）

※
鳥
栖
市
史
編
纂
の
仕
事
に
基
づ
く
も
の
で
、
と
く
に
、
対
馬
藩
飛
び
地
の
田
代
代
官
所
の
文
書
行
政
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
。

こ
れ
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
観
点
に
も
、
自
身
と
し
て
は
繋
が
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、
の
ち
に
関
わ
る
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
の
教
育
に
従
事
す
る
際
に
も
有
益
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。

〔
講
演
〕「
近
世
の
大
名
分
家
と
松
崎
藩
」
平
成
一
八
年
度
小
郡
市
史
講
座
（
小
郡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
七
月

一
日
）

〔
講
演
〕「
神
に
な
る
武
士
た
ち
」
福
岡
市
博
物
館
部
門
別
展
示
「
神
に
な
る
殿
様
」
関
連
歴
史
学
講
座
（
福
岡
市
博
物
館
、
二
〇
〇
六
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年
八
月
二
七
日
）

〔
関
連
〕「『
志
』
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
授
業
、
に
多
謝
」（
創
立
百
三
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
栄
城
創
立
百
三
十
周
年
記
念
誌
』

佐
賀
県
立
佐
賀
西
高
等
学
校
）

＠
「
近
世
日
本
に
お
け
る
武
士
像
と
道
徳
性
と
政
治
意
識
の
相
関
性
に
関
す
る
史
料
復
元
的
基
礎
研
究
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

（
代
表
。
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
九
年
度
）

＠
「
近
世
後
期
に
お
け
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
：
日
田
広
瀬
家
を
中
心
に
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
分
担
。
二

〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
度
）

【
二
〇
〇
七
年
】

〔
史
料
集
〕『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
編
（
思
想
・
文
化
編
）
第
三
巻
（
責
任
編
集
、
校
訂
、
解
題
。
佐
賀
県
立
図
書
館
編
刊
、
834
頁
）

※
今
次
か
ら
佐
賀
県
近
世
史
料
の
責
任
編
集
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
解
題
執
筆
な
ど
を
随
時
行
う
。
佐
賀
県
は
小
県
な
が
ら
『
佐

賀
県
史
料
集
成　

古
文
書
編
』（
全
30
巻
）
に
続
き
、
毎
年
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
お
り
（
全
40
巻
予
定
）、
出
身
県
な
が

ら
か
か
る
歴
史
文
化
事
業
は
大
事
な
こ
と
と
思
う
。

〔
論
文
〕「
江
戸
時
代
の
武
士
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
歴
史
地
理
教
育
』
771
号
、
66
～
71
頁
）

〔
論
文
〕「
近
世
大
名
の
農
政
展
開
と
社
会
差
別　

―
小
笠
原
小
倉
藩
を
素
材
に
―
」（『
比
較
社
会
文
化
』
第
13
巻
、
27
～
48
頁
）

※
被
差
別
民
な
ど
を
「
社
会
差
別
」
と
し
て
、
新
た
に
捉
え
る
こ
と
を
試
み
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
科
研
テ
ー
マ
の
障
害
史
研
究

の
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
。

〔
論
文
〕「
対
馬
藩
田
代
領
の
扶
持
人
と
村
役
・
町
役　

―
飛
地
領
代
官
所
役
人
の
形
成
と
性
格
―
」（『
地
方
史
研
究
』
329
号
、
63

～
80
頁
）

〔
論
文
〕「
社
会
変
容
と
訴
願
・
改
革
・
教
諭　

―
近
世
中
後
期
対
馬
藩
田
代
領
の
役
人
層
と
百
姓
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
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要
』
50
号
、
1
～
37
頁
）

※
以
前
、
対
馬
藩
を
対
象
に
「
給
人
地
主
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
化
を
行
っ
た
が
、
同
藩
飛
び
地
に
お
け
る
「
扶
持
人
」
も
、
近
世

家
臣
団
の
一
つ
の
タ
イ
プ
を
示
す
も
の
、
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
は
民
に
近
し
い
距
離
に
あ
り
、
政
治
支
配
に
一
定

の
役
割
を
果
た
す
。
上
記
二
論
文
は
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
の
内
容
で
あ
る
。

〔
論
文
〕「
近
世
大
名
家
〈
祖
神
〉
考　

―
祖
先
信
仰
の
政
治
化
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
44
号
、
65
～
75
頁
）

※
大
名
家
の
先
祖
神
が
、
体
制
の
危
機
的
な
状
況
に
際
し
、
藩
政
改
革
の
理
念
と
し
て
政
治
的
な
機
能
を
果
た
す
見
通
し
を
示
す
。

〔
論
文
〕「
鍋
島
猫
騒
動　

―
御
家
騒
動
の
物
語
化
と
怪
異
性
」（
福
田
千
鶴
編
『
新
選　

御
家
騒
動　

下
』
新
人
物
往
来
社
、
313
～
355
頁
）

※
鍋
島
家
の
猫
化
け
騒
動
を
、
私
な
り
に
本
格
的
な
研
究
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
実
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
が
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
な
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
視
角
で
あ
る
。

〔
書
評
〕「
書
評
と
紹
介
『
青
森
県
史　

資
料
編　

近
世
３　

津
軽
２　

後
期
津
軽
藩
領
』（『
国
史
研
究
』〔
弘
前
大
学
〕
122
号
、
60
～
62
頁
）

※
執
筆
当
時
は
、
下
北
地
域
（
八
戸
藩
領
）
と
の
歴
史
文
化
的
な
差
異
へ
の
留
意
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
、
反
省
し
き
り
で
あ
る
。

〔
講
演
〕「
歴
史
へ
の
関
心　

―
鍋
島
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
素
材
か
ら
―
」
平
成
一
九
年
度
第
2
回
郷
土
研
究
講
座
（
佐
賀
県
立

図
書
館
、
二
〇
〇
七
年
七
月
二
一
日
）

〔
講
演
〕「
平
成
一
九
年
総
合
図
書
館
古
文
書
講
座
／
江
戸
」
福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
文
書
課
（
同
図
書
館
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
五
日
）

〔
関
連
〕「
二
〇
〇
五
年
度
学
生
生
活
・
修
学
相
談
室
活
動
報
告　

３
学
生
相
談
実
施
状
況
〈
２
〉
各
学
部
・
学
府
の
取
り
組
み　

比
較

社
会
文
化
学
府
」（『
学
生
相
談　

九
州
大
学
学
生
生
活
・
修
学
相
談
室
紀
要
』
8
号
）

〔
関
連
〕「
横
山
浩
一
先
生
の
思
い
出
」（
横
山
浩
一
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会
編
『
横
山
浩
一
先
生
追
悼
文
集
』）

※
横
山
浩
一
先
生
は
九
州
文
化
史
研
究
施
設
考
古
学
部
門
の
専
任
教
員
だ
っ
た
。
私
が
助
手
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
し
ば
し
ば
中

州
（
福
岡
市
繁
華
街
）
に
も
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
ご
自
宅
で
奥
様
の
手
料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
学
生



─ 163 ─

仕
事
の
足
跡

の
時
、
先
生
の
講
義
は
、
車
輪
紋
、
刷
毛
目
な
ど
の
土
器
文
様
が
ど
の
よ
う
に
付
け
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
お
り
、
門
外
漢
な
が
ら
面
白
か
っ
た
。
こ
の
文
章
で
は
、
当
時
、
副
手
を
し
て
い
た
藤
尾
慎
一
郎
氏
（
現
・
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）
と
溝
口
孝
司
氏
（
現
・
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
研
究
院
）
の
ち
ょ
っ
と
し
た
諍
い
を
、
小
心
者
の
私
が
横

山
先
生
に
相
談
し
た
際
、
大
局
的
立
場
か
ら
「
ほ
っ
と
き
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
。

【
二
〇
〇
八
年
】

〔
共
著
〕『
鳥
栖
市
誌
』
中
世
・
近
世
編
（
監
修
共
著
。
鳥
栖
市
誌
編
纂
委
員
会
編
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
、
792
頁
）

※
佐
賀
藩
領
と
田
代
藩
領
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
叙
述
し
た
ら
よ
い
の
か
、
近
世
関
係
の
責
任
者
と
し
て
、
頭
を
悩
ま
し
た
。

〔
論
文
〕「『
士
族
反
乱
』
の
語
り　

―
近
代
国
家
と
郷
土
の
な
か
の
『
武
士
』
像
―
」（『
九
州
史
学
』
149
号
、
36
～
53
頁
）

※
鍋
島
猫
騒
動
も
そ
う
だ
が
、
史
実
の
語
ら
れ
方
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
佐
賀
の
乱
に
つ
い
て
武
士
論
の
観
点
か
ら

叙
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
武
士
神
格
化
の
テ
ー
マ
に
も
通
じ
て
い
る
、
と
自
身
で
は
思
う
。

〔
論
文
〕「
幕
末
期
浦
人
の
〈
西
洋
〉
認
識
と
自
己
像　

―
福
岡
藩
領
『
見
聞
略
記
』
か
ら
考
え
る
―
」（『
比
較
社
会
文
化
』
第
14

巻
、
49
～
60
頁
）

※
様
々
な
国
内
情
報
を
有
し
、
玄
界
灘
を
航
行
す
る
異
国
船
も
目
に
し
た
博
多
湾
西
岸
の
福
岡
藩
領
浦
人
の
記
録
か
ら
西
洋
認
識

な
ど
を
解
析
し
よ
う
と
し
た
も
の
。
思
想
家
な
ど
知
識
人
で
は
な
く
、
一
般
の
人
び
と
の
対
外
観
が
い
か
に
形
成
さ
れ
る
の
か

は
、
現
代
社
会
、
と
り
わ
け
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
状
況
に
お
け
る
、
他
者
像
（
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
感
染
者
の
流
入
な

ど
）
を
考
え
る
に
際
し
て
も
、
有
効
な
視
角
だ
ろ
う
。

〔
論
文
〕「
外
様
大
名
領
の
東
照
宮　

―
鍋
島
佐
賀
藩
領
の
場
合
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
51
号
、
1
～
31
頁
）

〔
論
文
〕「
武
士
神
格
化
と
東
照
宮
勧
請
」（『
国
史
学
』
第
195
号
、
37
～
56
頁
）

〔
論
文
〕「『
世
界
』
と
『
神
国
』　

―
西
川
如
見
の
『
天
学
』
論
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
九
州
史
学
研
究
会
編
『
境
界
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
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テ
ィ
』
岩
田
書
院
、
231
～
261
頁
）

※
二
年
前
の
発
表
の
活
字
化
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
増
穂
残
口
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
私
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
階
層
へ
の
観
点
を
反

映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
小
文
〕「
川
村
優
先
生
の
『
歴
史
的
後
遺
症
』
概
念
に
接
し
て
」（『
日
本
村
落
自
治
史
料
調
査
研
究
所　

研
究
紀
要
』
12
号
、
26
～
27

頁
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）

※
川
村
優
氏
は
旗
本
領
研
究
を
現
在
の
千
葉
県
域
を
中
心
に
や
ら
れ
て
き
た
方
で
、
同
じ
よ
う
な
テ
ー
マ
（
知
行
制
、
領
主
制
）

に
関
心
を
持
つ
者
と
し
て
、
後
進
で
あ
る
私
も
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

〔
小
文
〕「
武
功
顕
彰
と
『
黒
田
二
十
四
騎
』」（『
黒
田
長
政
と
二
十
四
騎　

黒
田
武
士
の
世
界
』
同
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行
、
8
～
10
頁
）

〔
小
文
〕「
解
題
」（
池
田
史
郎
先
生
著
作
集
刊
行
会
編
『
佐
賀
藩
研
究
論
攷　

池
田
史
郎
著
作
集
』
出
門
堂
、
291
～
305
頁
）

※
池
田
史
郎
氏
は
佐
賀
藩
の
様
々
な
問
題
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。
私
が
そ
れ
を
主
題
別
に
編
成
し
解
題
を
付
し
た
。
大
園
隆
三
郎

氏
（
当
時
・
佐
賀
県
近
世
史
料
編
纂
室
長
）
の
依
頼
に
よ
る
。

〔
小
文
〕「
秀
村
選
三
先
生
か
ら
の
〈
学
恩
〉　

―
学
士
院
賞
・
恩
賜
賞
受
賞
へ
の
祝
辞
に
か
え
て
―
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付

設
記
録
資
料
館　

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
2
巻
、
4
～
5
頁
）

〔
発
表
〕「
武
士
像
管
見　

―
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
―
」
九
州
歴
史
科
学
研
究
会
例
会
四
月
例
会
（
西
南

学
院
大
学
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
二
日
）

〔
発
表
〕「
近
世
権
力
論
ノ
ー
ト　

―
研
究
視
角
を
め
ぐ
る
ス
ケ
ッ
チ
―
」
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
〇
月
例
会
（
大
阪
市
立
総
合
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
一
日
）

〔
発
表
〕「
近
世
の
「
宗
教
」
も
政
治
・
社
会
を
読
み
解
く
カ
ギ　

―
井
上
智
勝
・
高
埜
利
彦
編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会　

２　

国
家

権
力
と
宗
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
に
寄
せ
て
―
」
近
世
の
宗
教
と
社
会
研
究
会
／
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
合
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同
開
催
（
学
習
院
大
学
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
四
日
）

※
『
近
世
の
宗
教
と
社
会
』
の
合
評
会
報
告
者
の
一
人
と
し
て
発
表
し
た
（
2
巻
担
当
）。
な
お
、
1
巻
と
3
巻
は
横
田
冬
彦
氏
・

藪
田
貫
氏
な
ど
が
担
当
。

〔
講
演
〕「
田
代
代
官
所
と
実
務
を
支
え
る
人
々
」
平
成
一
九
年
度
文
化
財
成
果
展
、
記
念
講
演
会
（
鳥
栖
市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
八
年

三
月
一
六
日
）

〔
講
演
〕「
鍋
島
騒
動
と
『
葉
隠
』」
第
四
回
福
岡
市
史
講
演
会
「
御
家
騒
動
と
家
臣
団　

―
黒
田
武
士
の
主
従
意
識
―
」（
福
岡
市

立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
八
月
三
〇
日
）

※
福
田
千
鶴
氏
の
講
演
が
メ
イ
ン
、
私
が
比
較
の
意
味
で
当
該
テ
ー
マ
に
て
話
題
提
供
を
行
っ
た
。

〔
講
演
〕「
平
成
二
〇
年
総
合
図
書
館
古
文
書
講
座
／
江
戸
」
福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
文
書
課
（
同
図
書
館
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
日
）

【
二
〇
〇
九
年
】

〔
単
著
〕『
近
世
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』（
校
倉
書
房
、
444
頁
）

※
単
著
三
冊
目
に
あ
た
る
。
佐
賀
藩
、
対
馬
藩
（
本
島
・
田
代
領
）、
小
倉
藩
な
ど
が
対
象
で
あ
る
が
、
比
較
史
と
い
う
次
元
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
地
域
社
会
の
諸
矛
盾
の
析
出
や
そ
の
意
義
づ
け
な
ど
は
、
多
少
行
え
た
の
で
は
と
思
う
。

〔
論
文
〕「
貝
原
益
軒
の
「
武
」
認
識
と
そ
の
行
方　

―
〈
武
功
譜
代
〉
像
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
比
較
社
会
文
化
』
第
15
巻
、

27
～
39
頁
）

※
泰
平
の
な
か
の
武
士
論
の
一
つ
で
あ
る
。

〔
小
文
〕「
鍋
島
騒
動
と
『
葉
隠
』」（『
市
史
研
究
ふ
く
お
か
』
第
4
号
、
12
～
18
頁
）

〔
小
文
〕「『
泰
平
』
と
規
範
」（
九
州
大
学
比
較
社
会
文
化
学
府
『
Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
』
26
号
、
5
～
6
頁
）

〔
小
文
〕「
深
谷
さ
ん
か
ら
の
〈
贈
り
物
〉」（『
深
谷
克
己
近
世
史
論
集
』
第
三
巻
、
校
倉
書
房
、
栞
3
、
3
～
4
頁
）
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〔
小
文
〕「
九
州
大
学
の
古
文
書
に
つ
い
て
・
展
示
史
料
解
題
」（『
九
州
大
学
所
蔵
の
史
資
料
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
展
示
会　

報
告
要
旨
・

展
示
目
録
』
九
州
史
学
会
、
九
州
大
学
法
文
学
部
85
周
年
／
文
学
部
60
周
年
記
念
事
業
、
16
～
19
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
小
川
和
也
著
『
牧
民
の
思
想　

江
戸
の
治
者
意
識
』
平
凡
社
」（『
人
民
の
歴
史
学
』
第
180
号
、
29
～
34
頁
）

※
い
わ
ば
、
近
世
武
家
領
主
の
民
政
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

〔
発
表
〕「
座
談
会
『
近
世
大
名
展
を
つ
く
る
／
み
る
』
コ
メ
ン
ト
」（
九
州
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
、
二
〇
〇
九
年
九
月
一
三
日
）

〔
講
演
〕「
対
馬
藩
田
代
代
官
領
の
役
人
行
政
」
平
成
二
〇
年
度
小
郡
歴
史
講
座
（
古
代
体
験
館
お
ご
お
り
〔
小
郡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
〕、
二
〇
〇
九
年
一
月
三
一
日
）

〔
講
演
〕「『
兵
農
分
離
』
が
も
た
ら
し
た
も
の
」
第
5
回
歴
史
学
・
歴
史
教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
〇
九
年

八
月
二
三
日
）

〔
講
演
〕「
御
家
騒
動
の
物
語
化　

―
鍋
島
猫
騒
動
を
め
ぐ
っ
て
―
」
平
成
二
一
年
度
飯
塚
市
歴
史
資
料
館
女
性
文
化
サ
ー
ク
ル
講

座
（
同
歴
史
資
料
館
、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
六
日
）

〔
講
演
〕「
平
成
二
一
年
総
合
図
書
館
古
文
書
講
座
／
江
戸
」
福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
文
書
課
（
同
図
書
館
、
二
〇
〇
九
年
九
月
一
九
日
）

〔
講
演
〕「
江
戸
時
代
の
『
生
』　

―
堕
胎
・
間
引
の
観
点
か
ら
―
」
福
岡
市
立
福
岡
中
央
特
別
支
援
学
校
校
内
人
権
研
修
会
（
同
校
、

二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
〇
日
）

※
本
講
演
も
障
害
史
研
究
に
繋
が
る
問
題
意
識
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

〔
講
演
〕「
近
世
の
領
主
制
と
行
政
を
め
ぐ
っ
て　

―
『
熊
本
藩
の
地
域
社
会
と
行
政
』
に
学
ぶ
―
」
熊
本
大
学
文
学
部
創
立
30
周

年
・
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
／
熊
本
大
学
文
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
熊
本
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
五
日
）

〔
講
演
〕「
九
州
大
学
所
蔵
の
古
文
書
に
つ
い
て
」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
九
州
大
学
所
蔵
の
史
資
料　

―
過
去
・
現
在
・
未
来
―
」

九
州
大
学
文
学
部
／
九
州
史
学
会
共
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
二
日
）
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【
二
〇
一
〇
年
】

〔
報
告
書
〕『
近
世
日
本
に
お
け
る
武
士
像
と
道
徳
性
と
政
治
意
識
の
相
関
性
に
関
す
る
史
料
復
元
的
基
礎
研
究
』（
単
著
。
平
成
一
八
～

二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）・
代
表
者
高
野
信
治
、
成
果
報
告
書
、
110
頁
）

※
近
世
武
士
の
政
治
意
識
、
民
政
思
想
や
、
民
に
よ
る
武
士
像
、
そ
の
実
態
や
相
関
性
な
ど
に
関
わ
る
史
料
の
収
集
に
努
め
た
。

〔
史
料
集
〕『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
（
宗
教
編
）
第
一
巻
（
責
任
編
集
、
校
訂
、
解
題
。
佐
賀
県
立
図
書
館
編
刊
、
648
頁
）

〔
論
文
〕「
近
世
大
名
家
臣
の
役
勤
と
人
事　

―
福
岡
藩
黒
田
家
を
事
例
に
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
52
号
、
31
～
59
頁
）

〔
論
文
〕「
武
士
の
昇
進
」（
深
谷
克
己
・
堀
新
編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
3　

権
威
と
上
昇
願
望
』
吉
川
弘
文
館
、
65
～
91
頁
）

※
こ
の
二
論
文
は
、
い
わ
ば
役
人
と
し
て
の
武
士
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
役
勤
や
人
事
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
た
。

〔
書
評
〕「
書
評
と
紹
介
・
中
川
学
著
『
近
世
の
死
と
政
治
文
化
』
吉
川
弘
文
館
」（『
日
本
歴
史
』
740
号
、
157
～
159
頁
）

〔
小
文
〕「「
い
の
ち
」
の
共
同
性
・
社
会
性
を
め
ぐ
っ
て　

―
「
誕
生
と
死
の
歴
史
」
シ
ン
ポ
参
加
記
―
」（『
七
隈
史
学
』
12
号
、
65

～
68
頁
）

※
書
評
は
、
給
人
領
主
の
「
死
を
め
ぐ
る
儀
礼
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
契
機
で
、
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
小
文

で
取
り
上
げ
た
「
い
の
ち
」、
つ
ま
り
「
生
」
と
と
も
に
、「
死
」
の
持
つ
意
味
、
社
会
的
な
影
響
も
、
深
い
問
題
だ
ろ
う
。

〔
小
文
〕「
藩
政
史
料　

―
富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
―
」（
九
州
大
学
百
年
の
宝
物
刊
行
委
員
会
編
『
九
州
大
学
百

年
の
宝
物
』
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
、
164
～
165
頁
）

〔
発
表
〕「
コ
メ
ン
ト
（
三
宅
正
浩
「
幕
藩
政
治
秩
序
の
成
立
」）」
日
本
史
研
究
会
大
会
・
近
世
史
部
会
（
京
都
大
学
、
二
〇
一
〇
年
一

〇
月
九
日
）

〔
講
演
〕「
道
徳
性
と
障
害
者
観　

―
江
戸
時
代
を
素
材
に
―
」
福
岡
市
立
生
の
松
原
特
別
支
援
学
校
人
権
教
育
研
修
会
（
同
校
、
二

〇
一
〇
年
七
月
二
八
日
）
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※
道
徳
と
障
害
認
識
の
関
連
は
、
現
在
に
至
る
も
大
事
な
問
題
と
考
え
る
。

〔
講
演
〕「
平
成
二
二
年
総
合
図
書
館
古
文
書
講
座
／
江
戸
」
福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
文
書
課
（
同
図
書
館
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
八
日
）

〔
講
演
〕「
桜
井
神
社
の
〈
秘
話
〉　

―
黒
田
騒
動
・
長
崎
警
備
・
国
学
拠
点
―
」
平
成
二
二
年
度
九
州
大
学
公
開
講
座
「
伊
都
学
」

西
区
・
糸
島
地
域
の
歴
史
発
掘
（
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ
い
と
ぴ
あ
」、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
）

＠
「
近
世
日
本
に
お
け
る
政
治
意
識
と
福
祉
観
念
の
相
関
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
代
表
。
二
〇
一

〇
～
二
〇
一
三
年
度
）

【
二
〇
一
一
年
】

〔
史
料
集
〕『
新
修
福
岡
市
史　

資
料
編
近
世
1　

領
主
と
藩
政
』（
共
同
校
訂
、
共
同
解
題
執
筆
。
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
編
、
福
岡

市
、
995
頁
）

〔
論
文
〕「
領
主
結
集
と
幕
藩
制　

―
三
宅
正
浩
報
告
「
幕
藩
政
治
秩
序
の
成
立
」
に
接
し
て
―
」（『
日
本
史
研
究
』
582
号
、
84
～

91
頁
）

〔
論
文
〕「
も
う
一
つ
の
「
名
利
」　

―
「
奉
公
人
」
の
「
立
身
」：『
葉
隠
』
の
葛
藤
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
54
号
、
1

～
31
頁
）

〔
小
文
〕「
近
世
大
名
展
を
め
ぐ
る
思
い
」（『
九
州
史
学
』
158
号
、
52
～
55
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
モ
リ
ス
、 

Ｊ
．Ｆ
．著
『
近
世
武
士
の
「
公
」
と
「
私
」』
清
文
堂
出
版
」（『
歴
史
学
研
究
』
877
号
、
44
～
47
頁
）

※
モ
リ
ス
、 

Ｊ
．Ｆ
．氏
と
同
じ
く
知
行
制
に
関
心
を
持
つ
立
場
か
ら
、
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
公
」
と
「
私
」
と
い
う
、
前

近
代
で
は
切
り
分
け
が
難
し
い
、
し
か
し
重
要
な
観
点
か
ら
、
仙
台
藩
家
臣
の
史
料
を
一
貫
し
見
つ
め
た
仕
事
で
、
関
心
の
あ

り
ど
こ
ろ
が
私
と
違
い
、
学
び
大
で
あ
る
。

〔
発
表
〕「〈
障
害
者
〉
へ
の
眼
差
し　

―
近
世
日
本
の
人
間
観
と
い
う
観
点
か
ら
―
」
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
一
月
例
会
（
九
州
大
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学
西
新
プ
ラ
ザ
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
三
日
）

※
こ
の
発
表
が
終
わ
っ
て
間
も
な
く
し
て
、
重
篤
な
病
気
罹
患
が
判
明
し
た
。
発
表
の
論
文
化
に
は
、
手
術
入
院
し
た
勤
務
校
附

属
病
院
（
九
大
病
院
）
に
資
史
料
を
妻
に
運
ん
で
も
ら
っ
て
荒
原
稿
を
書
い
た
。
こ
の
病
罹
患
も
障
害
史
研
究
を
志
す
大
き
な

契
機
と
な
っ
た
。
た
だ
、
翌
年
は
仕
事
の
成
果
は
な
く
、
そ
の
後
の
入
退
院
の
繰
り
返
し
も
あ
り
、
い
わ
ば
仕
事
の
こ
な
し
が

も
と
も
と
遅
い
の
に
、
さ
ら
に
遅
く
な
っ
た
。

＠
四
月
、
大
学
院
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
担
当
（
修
士
課
程
専
任
教
員
）

＠
「
被
差
別
民
衆
史
・
研
究
方
法
論
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
分
担
。
二
〇
一
一
～
二
〇
一
五
年
度
）

【
二
〇
一
三
年
】

〔
共
編
著
〕『
幕
藩
体
制
と
「
名
君
」
た
ち
』（
責
任
編
集
。
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
7
、
朝
日
新
聞
出
版
、
39
頁
）

〔
小
文
〕「
外
様
」「
大
名
家
の
家
臣
」（
深
谷
克
己
・
須
田
努
編
『
近
世
人
の
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
78
～
81
頁
、
83
～
86
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
笠
谷
和
比
古
著
『
武
家
政
治
の
源
流
と
展
開　

―
近
世
武
家
社
会
研
究
論
考
―
』
吉
川
弘
文
館
」（『
日
本
史
研

究
』
605
号
、
80
～
87
頁
）

※
こ
の
年
も
仕
事
ら
し
い
も
の
は
残
せ
な
か
っ
た
が
、
上
記
の
責
任
編
集
本
や
書
評
は
勉
強
に
な
っ
た
。

【
二
〇
一
四
年
】

〔
単
著
〕『
大
名
の
相
貌　

―
時
代
性
と
イ
メ
ー
ジ
化
―
』（
士
の
系
譜
１
、
清
文
堂
出
版
、
274
頁
）

※
体
調
が
あ
ま
り
良
好
で
は
な
い
な
か
、
書
き
た
め
た
も
の
を
早
め
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
を
真
剣
に
考
え
た
。
本
書
は
そ
の
一

冊
で
あ
る
。

〔
史
料
集
〕『
新
修
福
岡
市
史　

資
料
編
近
世
2　

家
臣
と
く
ら
し
』（
責
任
編
集
、
校
訂
・
解
題
。
福
岡
市
史
編
集
委
員
会
編
、
福
岡

市
、
1100
頁
）
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※
武
士
・
家
臣
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
生
活
者
と
し
て
の
「
く
ら
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
史
料
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
論
文
〕「
近
世
の
武
士
と
知
行
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
57
号
、
1
～
25
頁
）

〔
論
文
〕「
大
名
と
藩
」（
大
津
透
他
編
『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』
第
11
巻
、
岩
波
書
店
、
37
～
70
頁
）

※
「
大
名
」
と
「
藩
」
を
あ
え
て
区
別
す
る
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
主
題
と
考
え
る
。
本
論
は
近
代
に
い
た
り
「
藩
」

と
「
天
皇
」
が
、
勤
皇
意
識
を
軸
に
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
。

〔
講
演
〕「
記
録
を
残
す
家
臣
た
ち　

―
奉
公
人
そ
し
て
生
活
者
と
し
て
―
」
福
岡
市
史
・
資
料
編
近
世
２
刊
行
記
念
講
演
会
「
黒

田
家
家
臣
の
実
像
に
迫
る
」（
福
岡
市
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
八
日
）

〔
講
演
〕「『
異
域
』
と
し
て
の
糸
島　

―
領
域
・
宗
教
・
情
報
の
観
点
か
ら
―
」
二
〇
一
四
年
度
九
州
大
学
公
開
講
座
「
伊
都
学
」

西
区
・
糸
島
地
域
の
歴
史
発
掘
（
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ
い
と
ぴ
あ
」、
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
九
日
）

【
二
〇
一
五
年
】

〔
単
著
〕『
武
士
の
奉
公　
本
音
と
建
前　

―
江
戸
時
代
の
出
世
と
処
世
術
―
』（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
393
、
吉
川
弘
文
館
、
224
頁
）

＠
本
書
も
入
院
退
院
を
挟
ん
で
の
執
筆
（
前
年
）
と
な
り
、
編
集
者
の
方
か
ら
は
、
入
院
患
者
（
九
大
病
院
）
が
主
に
ど
の
よ
う

な
本
に
関
心
が
あ
る
の
か
、
注
視
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
な
ど
の
話
し
も
頂
戴
し
た
。
も
っ
と
も
、
歴
史
物
は
今
一
つ
の
印
象
で
、

私
自
身
も
歴
史
物
で
は
な
く
、
松
本
清
張
作
品
数
編
を
読
む
塩
梅
だ
っ
た
。

〔
共
著
〕『
新
編
大
村
市
史
』
第
三
巻
近
世
編
（
大
村
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
長
崎
県
大
村
市
、
175
～
211
頁
）

〔
論
文
〕「〈
障
害
者
〉
へ
の
眼
差
し
」（
荒
武
賢
一
朗
他
編
『
日
本
史
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
2
』
法
政
大
学
出
版
局
、
107
～
141
頁
）

※
先
述
の
よ
う
に
、
入
院
し
な
が
ら
荒
原
稿
を
書
い
た
も
の
で
、
今
か
ら
思
え
ば
、
肩
肘
張
り
、
ま
た
欲
張
っ
た
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
に
と
り
初
め
て
の
障
害
関
連
論
文
で
、
こ
れ
ま
で
に
考
え
て
き
た
こ
と
、
ま
た
今
後
考
え
る
べ
き
こ
と
が
、
そ
れ

な
り
に
網
羅
さ
れ
た
印
象
で
あ
る
。
今
後
は
一
つ
一
つ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
論
文
を
差
し
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上
げ
た
川
添
昭
二
先
生
か
ら
は
、
電
話
を
す
ぐ
に
い
た
だ
き
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
と
の
励
ま
し
を
う
け
た
。
ま
た
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
秀
村
選
三
先
生
か
ら
は
、
障
害
者
の
親
は
選
ば
れ
た
人
々
と
の
一
文
を
紹
介
さ
れ
た
。
両
先
生
に
は
、
現
代
的
問
題
で
微

妙
な
要
素
も
持
つ
障
害
の
歴
史
研
究
を
志
す
覚
悟
を
抱
く
契
機
を
与
え
て
下
さ
っ
た
思
い
で
あ
っ
た
。

〔
論
文
〕「
藩
領
社
会
の
人
々
と
く
ら
し　

―
大
村
藩
『
郷
村
記
』
の
分
析
を
中
心
に
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
58
号
、
81

～
130
頁
）

※
病
気
罹
患
し
た
こ
と
で
、
も
と
も
と
関
心
が
あ
っ
た
生
活
者
と
し
て
の
人
び
と
の
く
ら
し
、
と
い
う
観
点
を
よ
り
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

〔
小
文
〕「
江
戸
幕
府
と
藩　

―
将
軍
へ
の
結
集
と
共
存
す
る
大
名
の
自
立
―
」（
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
歴
史
の
「
常
識
」
を
よ
む
』

東
京
大
学
出
版
会
、
124
～
127
頁
）

〔
小
文
〕「『
月
影
兵
庫
・
花
山
大
吉
』
時
代
の
武
士
た
ち
」（『
本
郷
』
116
号
、
30
～
32
頁
）

〔
小
文
〕「
平
和
な
時
代
の
『
武
』」（『
武
道
』〔
日
本
武
道
館
〕
585
号
、
28
～
31
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
野
尻
泰
弘
著
『
近
世
日
本
の
支
配
構
造
と
藩
地
域
』
吉
川
弘
文
館
」（『
日
本
史
研
究
』
633
号
、
54
～
61
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
と
紹
介
・
白
川
部
達
夫
『
旗
本
知
行
と
石
高
制
』
岩
田
書
院
」（『
日
本
歴
史
』
802
号
、
99
～
101
頁
）

〔
書
評
〕｢

書
評
・
三
宅
正
浩
著
『
近
世
大
名
家
の
政
治
秩
序
』
校
倉
書
房｣

（『
歴
史
学
研
究
』
936
号
、
47
～
50
頁
）

※
こ
れ
ら
の
書
評
は
、
病
気
罹
患
者
と
し
て
は
い
さ
さ
か
し
ん
ど
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
病
気
を
忘
れ
気
力
を
高
め
る
起
爆
剤
に
な

る
と
の
思
い
で
、
う
け
て
き
た
。

〔
動
向
〕「
二
〇
一
五
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
批
判
・
近
世
史
部
会
」（『
歴
史
学
研
究
』
939
号
、
39
～
41
頁
）

〔
講
演
〕「
藩
政
と
領
民　

―
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
差
異
化
の
視
点
を
軸
に
―
」
二
〇
一
五
年
度
加
賀
藩
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

会
（
金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
一
日
）
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※
主
題
か
ら
は
想
像
つ
か
な
い
、
障
害
を
含
む
差
別
問
題
も
組
み
込
ん
だ
も
の
で
、
顰
蹙
（
ひ
ん
し
ゅ
く
）
を
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
古
く
て
新
し
い
主
題
と
し
て
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

＠
「
近
世
日
本
の
障
害
者
と
人
間
観
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
代
表
。
二
〇
一
五
～
二
〇
一
八
年
度
）

【
二
〇
一
六
年
】

〔
史
料
集
〕『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
（
宗
教
編
）
第
四
巻
（
責
任
編
集
、
校
訂
、
解
題
。
佐
賀
県
立
図
書
館
編
刊
、
1045
頁
）

〔
小
文
〕「
特
別
寄
稿　
『
葉
隠
』
の
葛
藤　

―
武
士
の
「
忠
」
と
そ
の
行
方
―
」
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
編
『
葉
隠
と
忠
臣

蔵
：
天
下
泰
平
の
武
士
道
』
展
示
図
録
』
同
館
、
36
～
39
頁
）

〔
小
文
〕「（
公
開
講
演
録
）
藩
政
と
領
民　

―
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
差
異
化
の
視
点
を
軸
に
―
」（『
加
賀
藩
研
究
』
6
号
、
9
～

19
頁
）

〔
書
評
〕「
新
刊
紹
介　

野
口
朋
隆
著
『
佐
賀
藩
鍋
島
家
の
本
分
家
』
佐
賀
大
学
地
域
史
料
学
セ
ン
タ
ー
」（『
学
苑
』〔
昭
和
女
子
大
学
〕

910
号
、
76
～
77
頁
）

〔
講
演
〕「『
葉
隠
』
の
葛
藤　

―
武
士
の
「
忠
」
と
そ
の
行
方
―
」
葉
隠
成
立
300
年
記
念
特
別
展
「
葉
隠
と
忠
臣
蔵
：
天
下
泰
平
の

武
士
道
」
講
演
会
（
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
五
日
）

※
谷
口
眞
子
氏
の
葉
隠
と
忠
臣
蔵
の
講
演
が
メ
イ
ン
で
、
私
は
文
字
通
り
、
付
け
た
り
、
で
あ
っ
た
が
、
忠
臣
蔵
と
の
コ
ラ
ボ
は
、

私
を
含
め
た
佐
賀
の
方
に
は
、
新
鮮
で
あ
っ
た
と
思
う
。

〔
講
演
〕「
糸
島
の
江
戸
期
記
録
を
読
む　

―
地
域
・
日
本
・
世
界
へ
の
関
心
―
」
二
〇
一
六
年
度
九
州
大
学
公
開
講
座
「
伊
都
学
」

西
区
・
糸
島
地
域
の
歴
史
発
掘
（
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ
い
と
ぴ
あ
」、
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
四
日
）

※
現
在
、「
九
州
文
化
史
資
料
部
門
」（
旧
九
州
文
化
史
研
究
施
設
、
旧
九
州
文
化
史
研
究
所
）
も
所
在
す
る
九
大
伊
都
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
域
特
性
を
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
意
図
で
の
話
し
で
あ
り
、
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
い
た
の
で
は
と
思
う
。



─ 173 ─

仕
事
の
足
跡

【
二
〇
一
七
年
】

〔
単
著
〕『
近
世
政
治
社
会
へ
の
視
座　

―
〈
批
評
〉
で
編
む
秩
序
・
武
士
・
地
域
・
宗
教
論
―
』（
清
文
堂
出
版
、
305
頁
）

※
こ
れ
ま
で
の
書
評
類
を
軸
に
ま
と
め
た
成
果
で
あ
る
。
病
気
罹
患
後
に
や
は
り
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
が
、

こ
の
頃
は
随
分
と
体
調
も
回
復
し
て
き
た
。

〔
共
著
〕『
新
編
大
村
市
史
』
第
五
巻
現
代
・
民
俗
編
（
大
村
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
長
崎
県
大
村
市
、
611
～
620
頁
）

〔
史
料
集
〕『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
（
宗
教
編
）
第
五
巻
（
責
任
編
集
、
校
訂
・
解
題
。
佐
賀
県
立
図
書
館
編
刊
、
914
頁
）

〔
論
文
〕「
近
世
領
主
財
政
へ
の
一
視
角　

―
大
名
財
政
の
公
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
史
研
究
』
664
号
、
3
～
30
頁
）

※
江
戸
期
の
領
主
財
政
は
ど
こ
ま
で
民
政
を
視
野
に
執
行
さ
れ
る
の
か
、
を
主
題
に
し
た
も
の
で
、「
家
」
相
続
を
主
眼
と
す
る

（
支
出
が
多
額
な
参
勤
交
代
、
江
戸
費
用
も
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
）
領
主
財
政
に
は
、
そ
の
傾
向
が
限
定
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
の
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
、
近
世
の
年
貢
の
性
格
（
地
代
か
税
か
）
に
も
及
ぶ
問
題
で
あ
る
。
こ
の
先
の
私

の
論
点
は
、
貧
窮
者
、
ま
た
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
障
害
者
、
病
者
の
救
済
志
向
を
、
領
主
は
い
か
に
持
ち
得
た
の
か
で
あ
る
。

〔
論
文
〕「
近
世
辞
書
『
俚
言
集
覧
』
に
み
え
る
〈
障
害
〉
表
現　

―
類
型
・
認
識
の
析
出
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
60

号
、
55
～
88
頁
）

※
本
論
文
は
、
障
害
概
念
を
、
な
る
べ
く
広
角
の
視
野
か
ら
捉
え
た
い
と
い
う
意
図
を
持
つ
。

〔
発
表
〕「
近
世
領
主
財
政
へ
の
一
視
角　

―
大
名
財
政
の
公
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―
」
日
本
史
研
究
会
二
〇
一
七
年
度
五
月
例
会

（
京
都
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
七
年
五
月
一
三
日
）

〔
講
演
〕「
江
戸
武
士
の
二
つ
の
顔　

戦
士
と
役
人
」
平
成
二
九
年
度
今
治
城
特
別
展
「
今
治
藩
の
家
臣
団
」
関
連
企
画
講
演
会
（
今
治

市
吹
揚
神
社
寿
殿
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
一
日
）
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【
二
〇
一
八
年
】

〔
単
著
〕『
武
士
神
格
化
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
研
究
篇
288
頁
、
資
料
篇
510
頁
）

※
こ
れ
も
、
病
気
罹
患
を
機
に
、
ま
と
め
て
お
く
べ
き
と
の
思
い
か
ら
刊
行
し
た
が
、
祭
神
収
集
（
資
料
篇
）、
ま
た
そ
れ
に
基
づ

く
分
析
（
研
究
篇
）
も
、
不
十
分
で
あ
る
。
拙
速
の
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

〔
論
文
〕「
近
世
仏
教
説
話
に
み
る
〈
障
害
〉」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
61
号
、
55
～
103
頁
）

※
仏
教
と
障
害
認
識
の
関
係
は
、
先
学
の
諸
成
果
か
ら
古
代
中
世
に
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
世
に
も
相
応
の
仏
教
的
な

影
響
が
み
え
、
む
し
ろ
こ
の
点
を
、
い
か
に
評
価
す
る
の
か
。

〔
論
文
〕「「
民
」
の
選
別
と
救
済　

―
近
世
領
主
の
権
力
基
盤
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
977
号
、
11
～
21
頁
）

※
本
論
文
も
標
題
に
は
出
な
い
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
乞
食
、
非
人
な
ど
の
被
差
別
民
、
そ
の
な
か
に
多
く
含
ま
れ
る

だ
ろ
う
障
害
者
、
病
者
を
視
野
に
入
れ
、
近
世
の
武
家
領
主
権
力
に
「
民
」
の
選
別
の
観
点
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

〔
小
文
〕「〈
障
害
〉
の
歴
史
性
を
考
え
る
」（『
日
本
歴
史
』
838
号
、
37
～
39
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
荒
木
裕
行
著
『
近
世
中
後
期
の
藩
と
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
」（『
史
学
雑
誌
』
127
編
8
号
、
76
～
84
頁
）

〔
書
評
〕「
書
評
・
尾
脇
秀
和
著
『
刀
の
明
治
維
新
』
吉
川
弘
文
館
」（『
し
ん
ぶ
ん　

赤
旗
』
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
一
日
）

〔
発
表
〕「
近
世
「
糸
島
」
の
グ
ロ
ー
カ
ル
性　

―
地
域
・
日
本
・
世
界
へ
の
関
心
―
」
二
〇
一
八
年
度
九
州
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
史
的
環
境
と
し
て
の
糸
島
地
域
」（
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
八
日
）

〔
講
演
〕「
江
戸
時
代
の
空
間
図
像
に
み
え
る
〈
世
界
〉
観　

―
宇
宙
図
・
世
界
図
・
人
体
図
―
」（
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
連
携
講
座

「
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
を
科
学
す
る
」
Ⅱ
、
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
）

※
江
戸
時
代
の
人
び
と
の
「
世
界
」
観
を
め
ぐ
り
、
宇
宙
観
、
地
理
的
な
世
界
観
、
ま
た
人
体
内
部
の
イ
メ
ー
ジ
、
と
い
う
三
つ

の
局
面
か
ら
話
し
、
そ
の
相
関
に
つ
い
て
も
私
な
り
に
言
及
し
た
。
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〔
講
演
〕「
神
に
な
っ
た
武
士
」
二
〇
一
八
年
度
九
州
史
学
研
究
会
大
会
公
開
講
演
（
九
州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二

〇
日
）

〔
講
演
〕「
江
戸
時
代
の
高
齢
者
・
病
者
・
障
害
者
」
糸
島
の
歴
史
・
文
化
と
福
祉
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
糸
島
の

歴
史
と
文
化
を
考
え
る
会
（
伊
都
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
四
日
）

※
こ
れ
は
丸
山
雍
成
先
生
の
依
頼
で
話
し
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
関
心
持
つ
テ
ー
マ
に
共
感
い
た
だ
い
た
所
以
と
思
う
が
、

高
齢
者
・
病
者
・
障
害
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
問
題
と
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
考
察
を
深
め
る
べ
き
で
、
新
た
な
課
題
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
る
。

〔
講
演
〕「
近
世
「
糸
島
」
の
地
域
的
特
性　

―
領
域
・
宗
教
・
情
報
の
観
点
か
ら
―
」
二
〇
一
八
年
度
九
州
大
学
公
開
講
座
「
伊

都
学
」
西
区
・
糸
島
地
域
の
歴
史
発
掘
（
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ
い
と
ぴ
あ
」、
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
八
日
）

【
二
〇
一
九
年
】

〔
論
文
〕「
病
傷
治
癒
信
仰
の
な
か
の
武
士　

―
〈
治
癒
神
〉
と
い
う
見
方
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
62
号
、
1
～
36
頁
）

※
治
癒
神
と
い
う
関
心
も
、
私
の
病
気
罹
患
か
ら
来
て
い
る
。

〔
論
文
〕「
神
に
な
っ
た
武
士
」（『
九
州
史
学
』
184
号
、
28
～
37
頁
）

〔
発
表
〕「
近
世
日
本
の
国
家
・
社
会
と
〈
障
害
者
〉」
歴
史
科
学
協
議
会
第
53
回
（
全
体
テ
ー
マ
「
変
貌
す
る
国
家
と
個
人
・
地
域
」）

報
告
（
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日
）

〔
講
演
〕「
歴
史
に
見
る
家
族
の
姿
」
家
族
歴
史
フ
ェ
ア
二
〇
一
九
（
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
・
福
岡
ワ
ー
ド
、
二
〇
一
九

年
四
月
二
〇
日
）

＠
四
月
、
統
合
新
領
域
学
府
副
学
府
長
、
同
大
学
院
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
長
（
翌
年
三
月
ま
で
）

＠
「
障
害
の
歴
史
性
に
関
す
る
学
際
統
合
研
究　

―
比
較
史
的
な
日
本
観
察
―
」
科
研
・
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
代
表
。
二
〇
一
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九
～
二
〇
二
三
年
度
）

【
二
〇
二
〇
年
】

〔
論
文
〕「
近
世
日
本
の
国
家
・
社
会
と
〈
障
害
者
〉」（『
歴
史
評
論
』
842
号
、
45
～
56
頁
）

〔
論
文
〕「〈
障
害
者
〉
と
そ
の
行
方　

―
地
方
（
じ
か
た
）
記
録
に
よ
る
実
態
研
究
の
試
み
―
」（『
障
害
史
研
究
』
1
号
、
35
～
50
頁
）

※
上
記
二
論
文
は
何
れ
も
、
和
歌
山
藩
田
辺
領
を
素
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
地
域
に
は
町
方
の
記
録
史
料
が
長
い
時
間
軸
で

残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
解
析
で
あ
る
。
前
者
は
主
に
障
害
者
に
対
す
る
政
策
面
、
後
者
は
障
害
者
の
実
態
面
、
の
内

容
で
あ
る
。

〔
論
文
〕「
障
害
関
連
の
デ
ー
タ
集
〔
1
〕　

―
「
耳
嚢
」
記
事
か
ら
の
採
録
―
」（『
障
害
史
研
究
』
1
号
、
81
～
106
頁
）

※
こ
の
よ
う
な
近
世
の
「
随
筆
」
類
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
の
可
能
性
は
大
と
考
え
る
が
、
果
て
せ
て
な
い
。

【
二
〇
二
一
年
】

〔
論
文
〕「
武
家
夫
婦
の
日
記
と
病
気
記
録　

―
広
島
藩
儒
者
頼
春
水
・
静
子
の
〈
障
害
〉
認
識
を
考
え
る
―
」（『
障
害
史
研
究
』
2

号
、
63
～
77
頁
）

※
夫
婦
揃
っ
て
日
記
が
残
る
事
例
は
稀
少
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
広
島
藩
儒
者
の
頼
春
水
夫
妻
の
日
記
を
対
象
に
、
そ
の
子
供
で

『
日
本
外
史
』
な
ど
の
著
作
に
て
著
名
な
頼
山
陽
に
対
す
る
両
親
の
思
い
を
析
出
し
た
。
と
く
に
妻
・
静
子
の
日
記
に
は
、
子
供

な
ど
の
家
族
の
病
気
の
記
録
が
克
明
で
あ
る
。
山
陽
に
対
し
、
両
親
は
知
り
合
い
の
医
者
な
ど
の
見
立
て
も
あ
っ
て
「
狂
児
」

の
認
識
を
共
有
し
て
お
り
、
廃
嫡
に
し
た
。
い
わ
ば
精
神
障
害
の
可
能
性
が
見
て
取
れ
る
。

〔
小
文
〕「
奉
公
へ
の
思
い
と
人
事
の
難
し
さ
」（
開
館
二
十
周
年
記
念
特
別
展
『
上
杉
鷹
山
の
世
界　

―
藩
政
改
革
と
家
臣
団
―
』

米
沢
市
上
杉
博
物
館
、
97
～
100
頁
）

〔
発
表
〕「
近
世
日
本
に
お
け
る
〈
障
害
〉
認
識
の
形
成
と
社
会
観
」
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー　

25
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｂ
1
「
近
世
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
社
会
思
想
」
で
の
報
告
（
東
北
大
学
・
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
七
日
）

〔
発
表
〕「
障
害
認
識
を
遡
る
」
日
本
史
研
究
会
主
催
「
第
9
回　

歴
史
か
ら
現
在
を
考
え
る
集
い
」（
平
安
女
学
院
大
学
京
都
キ
ャ
ン
パ

ス
、
二
〇
二
一
年
八
月
二
八
日
、
対
面
開
催
中
止
）

〔
講
演
〕「
大
名
家
臣
団
の
『
奉
公
』
と
は
何
か
」「
上
杉
博
物
館
特
別
展
・
上
杉
鷹
山
の
生
涯
：
藩
政
改
革
と
家
臣
団
」（
米
沢
市
上
杉

博
物
館
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
一
年
六
月
六
日
）

【
二
〇
二
二
年
】

〔
単
著
〕『
神
に
な
っ
た
武
士　

―
平
将
門
か
ら
西
郷
隆
盛
ま
で
―
』（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
546
、
吉
川
弘
文
館
、
358
頁
）

※
武
士
の
神
格
化
を
め
ぐ
り
、
生
き
続
け
る
武
士
の
記
憶
、
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
、
先
著
『
武
士
神
格
化
の
研
究
』
の
武
士
祭
神

の
統
計
化
を
も
と
に
、
啓
蒙
的
な
文
脈
で
論
じ
た
。

〔
論
文
〕「
近
世
日
本
の
社
会
観
と
〈
障
害
〉
認
識　

―
石
門
心
学
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
障
害
史
研
究
』
3
号
、
1
～
16
頁
）

※
前
年
の
東
北
大
学
で
の
シ
ン
ポ
報
告
を
も
と
に
論
文
化
し
た
。
石
門
心
学
を
社
会
思
想
と
捉
え
る
考
え
方
の
是
非
も
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
障
害
認
識
を
読
み
込
む
先
学
の
仕
事
は
管
見
の
限
り
見
い
だ
し
得
な
い
。
テ
ー
マ
が
微
妙
、
と
い
う
認
識
だ
ろ
う

が
、
科
研
の
研
究
誌
に
記
し
た
。

〔
論
文
〕「
石
門
心
学
道
話
に
み
る
〈
障
害
〉
の
比
喩
化　

―
狂
言
台
本
の
題
材
化
と
の
比
較
―
」（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
65

号
、
1
～
35
頁
）

※
前
出
論
文
と
関
わ
る
が
、
石
門
心
学
の
テ
キ
ス
ト
類
に
は
多
く
の
障
害
者
を
め
ぐ
る
比
喩
が
載
る
。
室
町
期
の
狂
言
で
の
障
害

者
の
題
材
化
が
主
に
笑
い
を
主
題
に
す
る
の
に
対
し
、
石
門
心
学
で
は
人
の
資
質
を
教
諭
す
る
比
喩
、
と
い
う
性
格
が
あ
る
こ

と
を
、
比
較
の
観
点
か
ら
提
示
す
る
。
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〔
論
文
〕「
夫
婦
の
日
記　

―
広
島
藩
儒
者
頼
春
水
と
妻
梅
颸
が
綴
る
生
活
記
録
―
」（
福
田
千
鶴
・
藤
實
久
美
子
編
『
近
世
日
記
の

世
界
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
284
～
292
頁
）

※
江
戸
時
代
、
夫
婦
揃
っ
て
日
記
を
記
す
事
例
は
少
な
い
と
思
わ
れ
、
ま
し
て
や
そ
の
現
存
は
稀
有
だ
ろ
う
。
標
題
に
あ
る
夫
婦

の
日
記
を
生
活
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
史
料
論
的
に
検
証
し
た
。

〔
書
評
〕「
書
評
・
平
野
克
弥
著
、
本
橋
哲
也
訳
『
江
戸
遊
民
の
擾
乱
』
岩
波
書
店
」（『
図
書
新
聞
』
3531
号
、
二
〇
二
二
年
二
月
一
九
日
）

※
本
書
は
、
法
学
・
政
治
学
を
専
攻
す
る
著
者
の
学
位
論
文
だ
が
、
私
が
関
心
を
持
つ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
も
つ
な
が
る
「
遊
民
」

の
存
在
を
組
み
入
れ
た
歴
史
像
の
構
築
を
企
図
し
，
啓
発
は
大
で
あ
っ
た
。

〔
書
評
〕「
書
評　

野
村
禎
司
著
『
近
世
旗
本
領
主
支
配
と
家
臣
団
』
吉
川
弘
文
館
」（『
歴
史
学
研
究
』
1020
号
、
43
～
46
頁
）

※
領
主
と
幕
府
官
僚
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
つ
旗
本
を
対
象
に
し
た
「
近
世
的
領
主
」
論
だ
が
、
何
を
も
っ
て
近
世
的
領
主
と

い
え
る
の
か
。
私
の
研
究
主
題
の
一
つ
で
も
あ
り
、
や
は
り
悩
ま
し
い
。

改
め
て
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
追
う
と
、
い
か
に
狭
小
な
こ
と
し
か
や
れ
な
か
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
教
科
書
に
載
る

よ
う
な
こ
と
が
王
道
の
分
野
と
す
れ
ば
、
い
わ
ば
周
縁
的
な
事
象
に
終
始
し
た
。
近
世
武
士
論
と
し
て
は
劣
勢
な
知
行
制
・
領
主
制
、

東
照
大
権
現
と
比
べ
る
と
ロ
ー
カ
ル
な
武
士
神
格
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
か
ら
社
会
差
別
さ
れ
た
障
害
者
・
被
差
別
民
、
な
ど
は
そ
の
象
徴

だ
ろ
う
。
た
だ
し
周
縁
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
存
在
へ
の
留
意
は
、
歴
史
の
深
部
と
総
体
を
み
る
う
え
で
必
要
な
こ
と
と
も
思
う
。

自
身
の
「
仕
事
の
足
跡
」
は
や
が
て
掻
き
消
え
よ
う
が
、
歴
史
研
究
の
さ
さ
や
か
な
り
と
も
礎
に
な
れ
ば
と
思
う
。
そ
し
て
こ
れ
ま

で
支
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
拙
い
仕
事
を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
続
け
て
く
れ
た
『
九
州
文

化
史
研
究
所
紀
要
』
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。


